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国
際
研
究
集
会
等
一
覧

［
国
際
研
究
集
会
］

○
第
31
回
﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
史
の
総
合
的
研
究
の
継
続
的
発
展
の
た

め
に
﹂（
07
年
3
月
23
日
〜
25
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
中
国
語

○
第
32
回
︿
創
立
20
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀

﹁
日
本
文
化
研
究
の
過
去
・
現
在
・
未
来
│
新
た
な
地
平
を
開
く
た
め
に
│
﹂

（
07
年
9
月
18
日
〜
21
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

公
開
講
演
会

『
生
へ
の
存
在
』
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等

研
究
院
教
授
）

『〝
絞
〞
か
ら
の
脱
出
は
可
能
か
│
富
永
仲
基
の
研
究
法
の
視
点
か
ら
―
』
李
御

寧
（
元
韓
国
文
化
大
臣
（
初
代
）
／
梨
花
学
術
院
名
誉
碩
座
教
授
）

○
第
33
回
﹁
王
権
と
都
市
﹂（
08
年
3
月
6
日
〜
8
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

公
開
講
演
会

『
中
国
の
都
城
の
プ
ラ
ン
か
ら
見
る
日
本
の
都
城
制
の
源
流
』
王
維
坤
（
西
北

大
学
副
院
長
・
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
都
市
の
共
和
制
と
多
数
決
原
理
―
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
形
成
に
つ
い
て
―
』

エ
ゴ
ン
・
フ
ラ
イ
グ
（
ロ
ス
ト
ク
大
学
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
古
代
研

究
所
教
授
）

○
第
34
回
﹁
石
川
淳
と
戦
後
日
本
﹂（
08
年
6
月
27
日
〜
30
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

○
第
35
回
﹁
東
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る
概
念
と
知
の
再
編
成
﹂（
08
年
11
月
17

日
〜
20
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
中
国
語

○
第
36
回
﹁
い
ま
構
築
さ
れ
る
ア
ジ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
人
間
再
生
産
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
再
編
成
﹂（
09
年
1
月
8
日
〜
10
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

○
第
37
回
﹁
都
市
文
化
と
は
何
か
│
文
化
論
か
ら
の
日
本
﹁
発
見
﹂
│
﹂

（
10
年
2
月
23
日
〜
28
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

公
開
講
演
会

『
日
本
の
都
市
文
化
』
村
井
康
彦
（
京
都
市
美
術
館
長
）

○
第
38
回
﹁
東
洋
美
学
と
東
洋
的
思
惟
を
問
う
：
植
民
地
帝
国
下
の
葛
藤
す
る

ア
ジ
ア
像
﹂（
10
年
11
月
8
日
〜
11
日
）

公
式
言
語
：
英
語

公
開
講
演
会

『
東
洋
の
導
師
と
現
代
芸
術
家
―
戦
後
米
国
ア
ー
ト
に
見
る
役
割
分
担
―
』
バ
ー
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ト
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー=

タ
マ
キ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
ヴ
ァ
イ
ン
校
准
教
授
）

『
舞
踏
と
い
う
経
験
―
東
西
の
違
い
を
越
え
て
身
体
を
再
創
造
す
る
―
』
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
グ
ラ
イ
ナ
ー
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
教
授
）

○
第
39
回
﹁
環
境
と
文
明
：
過
去
・
現
在
・
未
来
﹂（
10
年
11
月
29
日
〜
12
月
3
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

公
開
講
演
会

『
太
陽
・
永
遠
の
旅
：
先
史
時
代
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
と
ド
イ
ツ
の
宇
宙
観
』

イ
ン
グ
リ
ー
ザ
・
ス
タ
イ
ツ
（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
員
）

『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
太
陽
信
仰
』
マ
イ
ケ
ル
・
オ
コ
ー
ネ
ル
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

国
立
大
学
教
授
）

『
長
江
文
明
の
太
陽
信
仰
』
安
田
喜
憲
（
日
文
研
教
授
）

『
神
々
の
起
源
―
自
然
・
政
治
・
信
仰
―
』
フ
ェ
ク
リ
・
ハ
ッ
サ
ン
（
ロ
ン
ド

ン
大
学
名
誉
教
授
）

『
マ
ヤ
文
明
と
ア
ス
テ
カ
文
明
に
お
け
る
太
陽
と
暦
』
青
山
和
夫
（
茨
城
大
学

教
授
）

○
第
40
回
﹁
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会
﹂（
11
年
7
月
13

日
〜
16
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語

○
第
41
回
﹁
近
代
と
仏
教
﹂（
11
年
10
月
12
日
〜
15
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

公
開
講
演
会

『
平
和
主
義
と
仏
教
の
社
会
参
加
』
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
（
デ
リ
ー

大
学
准
教
授
）

『
仏
教
と
平
和
：
再
生
へ
の
道
』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
ア
ン
テ
ィ

オ
ク
大
学
教
授
）

○
第
42
回
﹁
帝
国
と
高
等
教
育
│
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
か
ら
﹂（
12
年
2
月
10
日

〜
12
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語

○
第
43
回
﹁
日
仏
の
空
間
語
彙
：
概
念
と
仕
掛
け
﹂（
12
年
5
月
11
日
〜
13
日
）

公
式
言
語
：
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語

○
第
44
回
﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
交
流
︱
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討
﹂

（
12
年
11
月
13
日
〜
17
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
中
国
語

公
開
講
演
会

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
概
念
編
制
史
研
究
の
現
在
と
展
望
』
鈴
木
貞
美
（
日
文

研
教
授
）

『
新
語
と
近
代
東
ア
ジ
ア
叙
述
の
構
築
』
章
清
（
復
旦
大
学
教
授
）

『
観
念
史
の
方
法
と
中
国
研
究
』
鄭
文
惠
（
台
湾
政
治
大
学
教
授
）

『
韓
国
に
お
け
る
概
念
史
研
究
の
現
状
と
展
望
』
許
洙
（
翰
林
大
学
教
授
）

『
近
代
韓
国
語
コ
ー
パ
ス
に
現
れ
た
近
代
新
概
念
の
様
子
と
定
着
過
程
』
李
漢

燮
（
高
麗
大
学
教
授
）
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○
第
45
回
﹁
怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
︱
﹁
内
﹂
と
﹁
外
﹂
の
視
点
か
ら
﹂

（
13
年
11
月
25
日
〜
27
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

公
開
講
演
会

『
妖
怪
研
究
の
新
時
代
』
小
松
和
彦
（
日
文
研
所
長
）

『
妖
怪
を
殺
す
「
妖
怪
」
〜
創
作
／
権
利
／
民
俗
』
京
極
夏
彦
（
小
説
家
）

『
欧
米
に
お
け
る
怪
異
・
妖
怪
文
化
研
究
の
現
状
』
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ィ
ラ
ン
・
フ
ォ

ス
タ
ー
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
46
回
﹁
比
較
思
想
か
ら
見
た
日
本
仏
教
﹂（
15
年
2
月
20
日
〜
21
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

○
第
47
回
﹁
夢
と
表
象
︱
そ
の
国
際
的
・
学
際
的
展
開
の
可
能
性
﹂（
15
年
3

月
1
日
〜
3
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

公
開
講
演
会

『
夢
と
表
象
研
究
の
展
望
―
日
本
古
典
文
学
の
視
点
か
ら
』
荒
木
浩
（
日
文
研

教
授
）

『
作
曲
さ
れ
た
悪
夢
』
伊
東
信
宏
（
大
阪
大
学
教
授
）

『
西
洋
美
術
に
お
け
る
夢
』
高
階
秀
爾
（
大
原
美
術
館
館
長
／
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

○
第
48
回
﹁
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
﹂（
15
年
12
月
17
日
〜
20
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語
・
英
語

公
開
講
演
会

『
ア
ジ
ア
の
万
博
』
堺
屋
太
一
（
作
家
、
元
国
務
大
臣
経
済
企
画
庁
長
官
）、
吴

建
民
（
博
覧
会
国
際
事
務
局
名
誉
議
長
、
元
駐
仏
中
国
大
使
、
中
国
外
交
学
院

院
長
）

○
第
49
回
﹁﹁
心
身
／
身
心
﹂
と
﹁
環
境
﹂
の
哲
学
︱
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
概

念
の
再
検
討
と
そ
の
普
遍
化
の
試
み
︱
﹂（
16
年
2
月
19
日
〜
21
日
）

公
式
言
語
：
日
本
語

［
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］

○
第
14
回
（
07
年
10
月
31
日
〜
11
月
2
日
）

『
日
本
文
化
の
解
釈
：
ロ
シ
ア
と
日
本
か
ら
の
視
点
』

共
催
：
ロ
シ
ア
国
立
人
文
学
大
学
及
び
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学

場
所
：
モ
ス
ク
ワ
大
学
（
モ
ス
ク
ワ 

ロ
シ
ア
）

○
第
15
回
（
08
年
10
月
14
日
〜
16
日
）

『
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
交
流
―
言
語
・
歴
史
・
移
民
』

共
催
：
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

場
所
：
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
（
サ
ン
パ
ウ
ロ 

ブ
ラ
ジ
ル
）

○
第
16
回
（
09
年
11
月
3
日
〜
4
日
）

『
ア
ジ
ア
新
時
代
の
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
像
―
イ
ン
ド
・
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｃ
諸

国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
と
必
要
性
』

共
催
：
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
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場
所
：
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
（
デ
リ
ー 

イ
ン
ド
）

○
第
17
回
（
10
年
10
月
5
日
〜
10
月
7
日
）

『
日
本
の
文
化
と
社
会
の
潮
流
』

共
催
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学

場
所
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
（
デ
ポ
ッ
ク 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

○
第
18
回
（
11
年
5
月
27
日
〜
29
日
）

『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
―
』

共
催
：
復
旦
大
学

場
所
：
復
旦
大
学
（
上
海 

中
国
）

○
第
19
回
（
12
年
8
月
22
日
〜
24
日
）

『「
日
本
研
究
」
再
考
―
北
欧
の
実
践
か
ら
』

共
催
：
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

場
所
：
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン 

デ
ン
マ
ー
ク
）

○
第
20
回
（
13
年
11
月
13
日
〜
15
日
）

『
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課
題
』

共
催
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院

場
所
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
（
ハ
ノ
イ 

ベ
ト
ナ
ム
）

○
第
21
回
（
14
年
11
月
11
日
〜
13
日
）

『
新
領
域
・
次
世
代
の
日
本
研
究
』

主
催
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

場
所
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
京
都 

日
本
）

○
第
22
回
（
15
年
6
月
30
日
〜
7
月
2
日
）

第
一
部
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら
』

主
催
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

場
所
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
京
都 

日
本
）

第
二
部
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社
会
の
変
容
』

主
催
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

場
所
：
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（
ボ
ス
ト
ン 

ア
メ
リ
カ
）

○
第
23
回
（
16
年
11
月
24
日
〜
25
日
）

『
南
太
平
洋
か
ら
見
る
日
本
研
究
：
歴
史
、
政
治
、
文
学
、
芸
術
』

共
催
：
オ
タ
ゴ
大
学

場
所
：
オ
タ
ゴ
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

［
日
本
研
究
会
］

○
第
14
回
（
07
年
8
月
2
日
〜
6
日
）

場
所
：
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
国
際
交
流
基
金
サ
ン
パ
ウ
ロ
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

○
第
15
回
（
08
年
11
月
21
日
）

『
日
本
語
教
育
を
踏
ま
え
た
日
本
研
究
へ
の
道
』

場
所
：
ハ
ノ
イ
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）

○
第
16
回
（
09
年
5
月
10
日
〜
14
日
）

『C
urrent Issues on Japan Society

』
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場
所
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

○
（
09
年
10
月
22
日
〜
23
日
）

場
所
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
（
ベ
ト
ナ
ム
）

○
第
17
回
（
10
年
10
月
16
日
〜
17
日
）

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
と
台
湾
：
日
本
研
究
の
新
視
点
を
求
め
て
』

場
所
：
台
湾
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
（
台
湾
）

○
第
18
回
（
11
年
8
月
24
日
〜
27
日
）

『
怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
』

場
所
：
タ
リ
ン
大
学
（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

○
第
19
回
（
14
年
10
月
18
日
）

『
近
代
日
本
の
思
想
、
外
交
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』

場
所
：
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
（
米
国
）

［
海
外
研
究
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］

○
第
3
回
（
07
年
12
月
12
日
〜
13
日
）

『
日
文
研
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
文
研
に
お
け
る
研
究
状
況
」、
中
国
側
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
中
国
中
南
部
地
域
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
」』

場
所
：
華
東
師
範
大
学
外
国
語
学
院
（
中
国
）

○
第
4
回
（
08
年
3
月
1
日
〜
2
日
）

『
近
代
日
本
の
社
会
と
文
化
』

場
所
：
ア
ル
ザ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
研
究
所
（
フ
ラ
ン
ス
）

○
第
5
回
（
08
年
9
月
26
日
〜
27
日
）

『
ロ
シ
ア
極
東
文
化
の
中
の
日
本
』

場
所
：
ロ
シ
ア
国
立
極
東
大
学
付
属
東
洋
大
学
（
ロ
シ
ア
）

○
第
6
回
（
09
年
6
月
2
日
〜
3
日
）

『
他
者
に
な
る
こ
と
―
東
西
文
化
の
変
容
の
体
験
と
物
語
―
』

場
所
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
本
）

○
第
7
回
（
10
年
3
月
19
日
〜
20
日
）

『
出
島
文
書
と
徳
川
時
代
』

場
所
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
本
）

○
第
8
回
（
11
年
2
月
25
日
〜
26
日
）

『
文
化
の
翻
訳
―
北
欧
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
を
中
心
に
』

場
所
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
本
）

○
第
9
回
（
12
年
2
月
22
日
〜
23
日
）

『
私
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
』

場
所
：
ホ
テ
ル
・
ア
ル
マ
ダ
、
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

○
第
10
回
（
13
年
2
月
28
日
〜
3
月
1
日
）

『
中
国
の
日
本
認
識
と
日
本
の
中
国
認
識
』

場
所
：
復
旦
大
学
（
中
国
）
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［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］

○
第
84
回
（
07
年
7
月
17
日
）

『
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
校
に
お
け
る
教
育
文
化
』

主
催
教
員
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ク
ス
タ
ー
教
授

○
第
85
回
（
08
年
10
月
4
日
）

『
安
丸
民
衆
史
の
射
程
―
主
体
性
・
全
体
性
・
両
義
性
―
』

主
催
教
員
：
磯
前
順
一
准
教
授

○
第
86
回
（
08
年
10
月
22
日
）

『
東
ア
ジ
ア
連
帯
論
の
系
譜
と
国
際
理
解
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
87
回
（
08
年
12
月
4
日
）

『
戦
間
期
大
阪
の
音
楽
と
近
代
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
88
回
（
09
年
5
月
23
日
〜
24
日
）

『
京
都
学
派
と
「
近
代
の
超
克
」
―
近
代
性
・
帝
国
・
普
遍
性
―
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授

○
第
89
回
（
09
年
6
月
17
日
）

『
日
文
研
・
バ
ー
ク
レ
ー
の
対
話
』

主
催
教
員
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ク
ス
タ
ー
教
授

○
第
90
回
（
09
年
9
月
9
日
〜
14
日
）

『
東
北
ア
ジ
ア
文
化
史
の
再
構
築
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
91
回
（
09
年
11
月
25
日
〜
27
日
）

『
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鍵
概
念
民
族
、
国
家
、
民
族
主
義
―
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授

○
第
92
回
（
09
年
12
月
4
日
〜
5
日
）

『
立
命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
創
立
10
周
年
記
念
―
近
世
春
本
・
春

画
と
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
―
』

主
催
教
員
：
早
川
聞
多
教
授

○
第
93
回
（
10
年
3
月
5
日
〜
6
日
）

『
近
代
東
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
の
現
状
と
既
存
資
料
の
有
効
利
用
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
94
回
（
10
年
7
月
16
日
〜
18
日
）

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
の
可
能
性
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授

○
第
95
回
（
10
年
9
月
11
日
）

『
日
本
の
歴
史
的
時
空
間
情
報
の
現
在
』

主
催
教
員
：
山
田
奨
治
准
教
授

○
第
96
回
（
10
年
9
月
19
日
）

『『
文
藝
春
秋
』
の
欧
文
付
録
「Japan To-day

」
の
研
究
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授
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○
第
97
回
（
10
年
9
月
23
日
〜
25
日
）

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
体
系
の
再
構
築
―
日
本
と
中
国
の
視
座
―
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授

○
第
98
回
（
10
年
10
月
30
日
）

『「
石
川
淳
と
戦
後
日
本
」
合
評
会
』

主
催
教
員
：
鈴
木
貞
美
教
授

○
第
99
回
（
10
年
12
月
18
日
〜
20
日
）

『
日
韓
相
互
認
識
―
移
動
と
視
線
一
九
一
〇
〜
二
〇
一
〇
』

主
催
教
員
：
松
田
利
彦
准
教
授

○
第
100
回
（
11
年
3
月
4
日
〜
6
日
）

『
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）
と
日
本
―
一
〇
〇
年
関
係
史
の
整
理
と
再
編
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
101
回
（
11
年
3
月
19
日
〜
20
日
）

『
一
九
五
〇
年
代
日
本
映
画
に
お
け
る
「
戦
後
」
の
構
築
研
究
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
102
回
（
11
年
7
月
30
日
〜
31
日
）

『
一
九
五
〇
年
代
日
本
映
画
に
お
け
る
戦
前
・
戦
中
と
の
連
続
性
・
非
連
続
性
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
103
回
（
11
年
9
月
30
日
〜
10
月
1
日
）

『
万
国
博
覧
会
と
ア
ジ
ア
―
上
海
か
ら
上
海
へ
、
そ
し
て
そ
の
先
へ
―
』

主
催
教
員
：
佐
野
真
由
子
准
教
授

○
第
104
回
（
11
年
11
月
25
日
）

『
生
態
、
環
境
、
資
源
か
ら
見
る
近
代
「
満
洲
」
：
前
近
代
か
ら
の
連
続
・
非

連
続
を
中
心
に
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
105
回
（
12
年
1
月
21
日
）

『「
外
地
」
文
学
の
言
説
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
台
湾
と
「
満
洲
」
の
対
話
―
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
106
回
（
12
年
2
月
3
日
〜
4
日
）

『
植
民
地
朝
鮮
と
宗
教
―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
帝
国
史
の
叙
述
に
む
け
て
―
』

主
催
教
員
：
磯
前
順
一
准
教
授

○
第
107
回
（
12
年
2
月
13
日
）

『
植
民
地
裁
判
資
料
の
活
用
―
韓
国
大
法
院
所
蔵
民
事
判
決
文
を
中
心
に
』

主
催
教
員
：
松
田
利
彦
准
教
授

○
第
108
回
（
12
年
4
月
7
日
）

『「
妙
貞
問
答
」
の
訳
注
・
英
訳
・
研
究
』

主
催
教
員
：
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
教
授

○
第
109
回
（
12
年
7
月
22
日
）

『
ポ
ス
ト
世
俗
主
義
と
公
共
性
』

主
催
教
員
：
磯
前
順
一
准
教
授

○
第
110
回
（
12
年
11
月
10
日
〜
11
日
）

『
近
代
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
絵
ハ
ガ
キ
メ
デ
ィ
ア
―
帝
国
・
表
象
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
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主
催
教
員
：
稲
賀
繁
美
教
授

○
第
111
回
（
12
年
12
月
8
日
）

『
近
代
仏
教
―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
』

主
催
教
員
：
末
木
文
美
士
教
授

○
第
112
回
（
12
年
12
月
8
日
〜
9
日
）

『
日
蘭
関
係
史
を
よ
み
と
く
―
蘭
学
を
中
心
に
―
』

主
催
教
員
：
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
准
教
授

○
第
113
回
（
13
年
3
月
15
日
）

『
近
代
日
本
と
華
北

―
文
化
交
流
か
ら
の
再
検
討
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
准
教
授

○
第
114
回
（
13
年
6
月
16
日
）

『
近
代
日
本
の
国
家
観
―
学
際
的
考
察
―
』

主
催
教
員
：
瀧
井
一
博
教
授

○
第
115
回
（
13
年
7
月
21
日
〜
22
日
）

『
宗
教
と
公
共
性
―
神
道
と
宗
教
復
興
か
ら
』

主
催
教
員
：
磯
前
順
一
准
教
授

○
第
116
回
（
13
年
7
月
26
日
〜
27
日
）

『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
転
換
期
の
伊
勢
』

主
催
教
員
：
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
教
授

○
第
117
回
（
13
年
8
月
26
日
）

『『
妙
貞
問
答
』
の
諸
問
題
』

主
催
教
員
：
末
木
文
美
士
教
授

○
第
118
回
（
13
年
11
月
8
日
〜
10
日
）

『「
大
名
庭
園
」
の
新
発
見
』

主
催
教
員
：
白
幡
洋
三
郎
教
授

○
第
119
回
（
14
年
3
月
5
日
）

『
関
西
の
映
画
興
行
史
の
基
礎
調
査
―
『
合
同
通
信
』
を
中
心
に
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
120
回
（
14
年
10
月
29
日
）

『
交
錯
す
る
外
交
と
貿
易
―
明
清
交
替
期
前
後
の
東
ア
ジ
ア
三
国
関
係
』

主
催
教
員
：
劉
建
輝
教
授

○
第
121
回
（
14
年
12
月
5
日
）

『
言
葉
の
境
界
を
こ
え
る
／
詩
と
そ
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
』

主
催
教
員
：
坪
井
秀
人
教
授

○
第
122
回
（
15
年
1
月
10
日
〜
11
日
）

『
怪
異
・
妖
怪
文
化
研
究
の
現
在
』

主
催
教
員
：
小
松
和
彦
所
長

○
第
123
回
（
15
年
2
月
7
日
〜
8
日
）

『
日
本
古
代
の
地
域
と
交
流
』

主
催
教
員
：
倉
本
一
宏
教
授

○
第
124
回
（
15
年
3
月
13
日
〜
15
日
）

『
学
生
・
教
員
参
加
に
よ
る
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ま
ん
が
研
究
及
び
教
育
法
』
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主
催
教
員
：
大
塚
英
志
教
授

○
第
125
回
（
15
年
3
月
24
日
）

『
記
憶
の
改
変
―
「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」
と
記
憶
の
政
治
学
』

主
催
教
員
：
瀧
井
一
博
教
授

○
第
126
回
（
15
年
9
月
26
日
〜
27
日
）

『
民
謡
研
究
の
今
日
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
127
回
（
15
年
11
月
20
日
）

『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
文
学
の
研
究
』

主
催
教
員
：
郭
南
燕
准
教
授

○
第
128
回
（
15
年
11
月
28
日
〜
29
日
）

『
鎮
魂
・
翻
訳
・
記
憶
―
声
に
な
ら
な
い
他
者
の
声
を
聴
く
』

主
催
教
員
：
磯
前
順
一
教
授

○
第
129
回
（
16
年
2
月
9
日
）

『
Ｃ
Ｍ
研
究
の
展
開
と
発
展 

日
文
研
共
同
研
究
か
ら
の
一
〇
年
』

主
催
教
員
：
山
田
奨
治
教
授

○
第
130
回
（
16
年
2
月
27
日
〜
28
日
）

『
翻
訳
の
再
評
価
：
学
問
を
深
め
る
原
動
力
』

主
催
教
員
：
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
教
授

○
第
132
回
（
16
年
2
月
12
日
〜
13
日
）

『
海
賊
・
山
賊
・
馬
賊
・
愚
連
隊
：
無
法
者outlaw

の
社
会
史
に
む
け
て
―
竹

村
民
郎
著
作
集
を
参
照
点
と
し
て
』

主
宰
教
員
：
稲
賀
繁
美
教
授

○
第
131
回
（
16
年
12
月
5
日
〜
6
日
）

『
鈴
木
大
拙
を
顧
み
る
：
没
後
50
年
を
記
念
し
て
』

主
催
教
員
：
山
田
奨
治
教
授

［﹁
世
界
の
日
本
研
究
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］

○
第
8
回
（
07
年
1
月
12
日
〜
13
日
）

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
』

主
催
教
員
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ク
ス
タ
ー
教
授

○
第
9
回
（
08
年
3
月
14
日
〜
15
日
）

『
日
本
の
仏
教
学
者
：
21
世
紀
の
仏
教
学
に
向
け
て
』

主
催
教
員
：
細
川
周
平
教
授

○
第
10
回
（
10
年
1
月
29
日
）

『
日
本
語
で
書
く
―
文
学
創
作
の
喜
び
と
苦
し
み
―
』

主
催
教
員
：
郭
南
燕
准
教
授

○
第
11
回
（
12
年
1
月
27
日
〜
28
日
）

『
日
本
語
で
書
く
―
非
母
語
文
学
の
成
立
』

主
催
教
員
：
稲
賀
繁
美
教
授
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［
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
］

○
第
201
回
（
07
年
4
月
18
日
）

『
国
境
を
越
え
た
日
本
の
学
校
文
化
』
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
レ
ザ
・
サ
ル
カ
ー
ル
・

ア
ラ
ニ
（
ア
ラ
メ
・
タ
バ
タ
バ
イ
大
学
助
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
202
回
（
07
年
5
月
16
日
）

『
唐
代
文
学
に
お
け
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
』
張
哲
俊
（
北
京
師
範
大
学
比
較
文

学
研
究
所
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
203
回
（
07
年
6
月
13
日
）

『「
気
」
の
思
想
・「
こ
こ
ろ
」
の
文
化
―
言
語
学
か
ら
み
た
日
本
人
と
タ
イ
人

の
心
の
あ
り
方
―
』
チ
ャ
ワ
ー
リ
ン
・
サ
ウ
ェ
ッ
タ
ナ
ン
（
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー

ン
大
学
専
任
講
師
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
204
回
（
07
年
7
月
25
日
）

『
淡
路
島
に
お
け
る
災
害
と
記
憶
の
文
化
―
荒
神
信
仰
を
中
心
に
―
』

シ
ン
シ
ア
・
ネ
リ
・
ザ
ヤ
ス
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
大
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
准

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
205
回
（
07
年
9
月
11
日
）

『
宮
本
常
一
の
民
俗
誌
を
通
し
て
見
た
日
本
女
性
と
日
本
文
化
理
解
』
チ
ャ
ン
・

テ
ィ
・
チ
ュ
ン
・
ト
ア
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
国
立
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
助
教
授
／
日
文

研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
206
回
（
07
年
10
月
10
日
）

『
朝
鮮
旅
行
案
内
書
に
見
る
日
本
人
の
ロ
マ
ン
』
ペ
イ
・
ヒ
ョ
ン
イ
ル
（
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
207
回
（
11
年
11
月
14
日
）

『
遊
興
の
「
花
」
と
し
て
の
理
想
―
妓
生
と
遊
女
―
』
金
榮
哲
（
漢
陽
大
学
校

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
208
回
（
07
年
12
月
12
日
）

『
中
国
出
土
の
文
物
か
ら
見
た
中
日
古
代
文
化
交
流
史
―
和
同
開
珎
と
井
真
成

墓
誌
を
中
心
と
し
て
―
』
王
維
坤
（
西
北
大
学
教
授
・
副
院
長
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
209
回
（
08
年
1
月
16
日
）

『
懺
悔
・
供
養
・
修
法
―
前
近
代
日
本
仏
教
の
心
を
探
る
―
』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
210
回
（
08
年
2
月
26
日
）

『
関
西
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
文
化
』
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
（
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
准
教

授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
211
回
（
08
年
3
月
18
日
）

『
北
極
か
ら
日
本
へ
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
探
検
隊
が
見
た
明
治
日
本
―
』
グ
ニ
ラ
・

リ
ン
ド
バ
ー
グ=

ワ
ダ
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
主
任
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
212
回
（
08
年
4
月
23
日
）

『
渋
沢
栄
一
と
張
謇
―
日
中
近
代
企
業
家
に
関
す
る
一
つ
の
比
較
―
』
周
　
見

（
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
政
治
研
究
所
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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○
第
213
回
（
08
年
5
月
14
日
）

『
小
説
を
通
し
て
み
た
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
在
日
コ
リ
ア
ン
』
金
　
貞
恵
（
釜

山
外
国
語
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
214
回
（
08
年
6
月
11
日
）

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
日
本
宗
教
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

│
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
と
日
本

の
僧
侶
神
主
と
の
問
答
│
』
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
極

東
学
院
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
215
回
（
08
年
7
月
9
日
）

『
萬
葉
集
に
見
ら
れ
る
不
思
議
な
言
葉
と
上
代
日
本
列
島
に
於
け
る
ア
イ
ヌ
語

の
分
布
』
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン
（
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
教
授
／

日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
216
回
（
08
年
9
月
11
日
）

『
韓
国
に
お
け
る
日
本
研
究
が
語
る
も
の
』
金
　
弼
東
（
世
明
大
学
校
副
教
授

／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
217
回
（
08
年
10
月
9
日
）

『
一
九
三
〇
年
代
の
『
改
造
』
に
お
け
る
魯
迅
の
日
本
越
境
』
王
　
中
忱
（
清

華
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
218
回
（
08
年
11
月
12
日
）

『
日
本
に
お
け
る
禅
浄
双
修 

│
黄
檗
宗
を
中
心
と
し
て
│
』
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ

ス
キ
ン
ド
（
日
文
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

○
第
219
回
（
08
年
12
月
10
日
）

『
洋
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
適
応
と
変
遷
：
童
謡
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
レ
ゲ
エ
の
事
例

研
究
』
ノ
リ
コ
・
マ
ナ
ベ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
／
日
文
研

外
来
研
究
員
）

○
第
220
回
（
09
年
1
月
16
日
）

『
志
賀
直
哉
の
関
西
観
』
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
221
回
（
09
年
2
月
17
日
）

『
内
藤
湖
南
の
中
国
学
界
に
与
え
た
影
響
』
胡
　
宝
華
（
南
開
大
学
准
教
授
／

日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
222
回
（
09
年
3
月
9
日
）

『
江
戸
時
代
に
お
け
る
無
名
の
人
々
の
伝
記
』
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ャ
モ
ニ
（
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
223
回
（
09
年
4
月
14
日
）

『
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
の
系
譜
│
近
代
文
学
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
視
覚
文
化
』

河
名
サ
リ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ボ
ス
ト
ン
校
助
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
224
回
（
09
年
5
月
12
日
）

『
変
わ
り
ゆ
く
国
家
と
民
族
の
す
が
た
』
趙
　
政
男
（
高
麗
大
学
校
教
授
／
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
225
回
（
09
年
7
月
14
日
）

『
天
皇
の
ギ
フ
ト
│
明
治
外
交
の
一
齣
│
』
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
（
日
文
研
准
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教
授
）

○
第
226
回
（
09
年
9
月
8
日
）

『
日
本
の
技
術
者
と
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
者
│
技
術
革
新
の
担
い
手
│
』
野
原
博

淳
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員
／
日
文
研
外
国
人
研
究

員
）

○
第
227
回
（
09
年
10
月
26
日
）

『
韓
国
の
純
情
漫
画
と
日
本
の
少
女
マ
ン
ガ
』
秋
　
菊
姫
（
東
京
大
学
交
流
研

究
員
）

○
第
228
回
（
09
年
11
月
16
日
）

『
世
俗
化
か
ら
見
た
近
代
仏
教
│
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
比
較
│
』
フ
ァ
ム
・

テ
ィ
・
ト
ゥ
・
ザ
ン
（
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
・
人
文
社
会
科
学
大
学
専
任
講
師
／

日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
229
回
（
09
年
12
月
8
日
）

『
近
世
日
本
に
お
け
る
開
帳
と
秘
仏
の
文
化
』
許
　
南
鱗
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
230
回
（
10
年
1
月
19
日
）

『
猿
と
一
緒
に
踊
り
、
鷹
と
共
に
空
へ
飛
ぶ
│
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
お
け
る
文

化
遺
産
の
再
構
築
│
』
陳
　
玲
（
清
華
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
231
回
（
10
年
2
月
9
日
）

『
日
本
文
化
の
形
成
及
び
そ
の
特
徴
』
蒋 

立
峰
（
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究

所
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
232
回
（
10
年
3
月
9
日
）

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
雅
楽
の
流
れ
』
趙
　
維
平
（
上
海
音
楽
学
院
教
授
／
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
233
回
（
10
年
4
月
13
日
）

『
見
る
風
景
・
想
像
す
る
風
景
│
芭
蕉
の
俳
文
を
た
の
し
む
│
』
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
・

マ
イ
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
名
誉
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
234
回
（
10
年
5
月
11
日
）

『
蒋
介
石
の
人
格
形
成
と
日
本
』
黄
　
自
進
（
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究

所
研
究
員
・
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
235
回
（
10
年
6
月
8
日
）

『「
訳
す
る
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
│
翻
訳
概
念
史
の
概
略
│
』
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
ア
ン
グ
ル
ズ
（
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外

国
人
研
究
員
）

○
第
236
回
（
10
年
7
月
13
日
）

『
初
期
の
和
歌
と
地
名
│
英
詩
か
ら
の
見
方
│
』
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
リ
ス
（
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ロ
ー
／
日
文
研
外
国
人
研
究

員
）

○
第
237
回
（
10
年
9
月
14
日
）

『
戦
争
・
記
憶
・
想
像
力
―
文
禄
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
を
め
ぐ
っ
て
―
』
崔
　
官
（
高

麗
大
学
校
教
授
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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○
第
238
回
（
10
年
10
月
12
日
）

『
海
を
渡
っ
た
日
本
の
教
育
―
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
的
教
育
文
化

の
越
境
と
再
創
―
』
根
川
幸
男
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
239
回
（
10
年
11
月
9
日
）

『
日
本
現
代
批
評
と
韓
国
の
美
』
呉
　
京
煥
（
釜
山
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外

国
人
研
究
員
）

○
第
240
回
（
10
年
12
月
14
日
）

『
小
田
実
の
思
想
と
文
学
―
全
体
小
説
を
短
編
で
書
く
こ
と
―
』
ロ
ー
マ
ン
・

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ウ
ム
（
シ
ド
ニ
ー
大
学
名
誉
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
／
日
文
研
外
国
人
研

究
員
）

○
第
241
回
（
11
年
1
月
18
日
）

『
亡
命
ロ
シ
ア
人
が
見
た
近
代
日
本
』
ア
イ
ー
ダ
・
ス
レ
イ
メ
ノ
ヴ
ァ
（
極
東

国
立
総
合
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
242
回
（
11
年
2
月
15
日
）

『
時
空
を
超
え
る
弥
次
喜
多
の
笑
い
―
小
説
か
ら
浮
世
絵
ま
で
―
』
康
　
志
賢

（
全
南
大
学
校
副
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
243
回
（
11
年
3
月
9
日
）

『
萩
原
朔
太
郎
と
近
代
日
本
―
時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア
―
』
徐
　
載
坤
（
韓
国
外

国
語
大
学
校
副
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
244
回
（
11
年
4
月
26
日
）

『
戦
後
映
画
に
お
け
る
孤
児
の
表
象
』
ミ
ツ
ヨ
・
ワ
ダ=

マ
ル
シ
ア
ー
ノ
（
カ
ー

ル
ト
ン
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
245
回
（
11
年
5
月
17
日
）

『
関
東
都
督
府
の
満
州
調
査
』
王
　
鉄
軍
（
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
副
研
究
員

／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
246
回
（
11
年
6
月
14
日
）

『
朱
舜
水
と
日
本
』
韓
　
東
育
（
東
北
師
範
大
学
教
授
・
院
長
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
247
回
（
11
年
7
月
12
日
）

『
竹
島
か
ら
「
韓
流
」
ま
で
：
日
本
と
韓
国
の
「
地
政
心
理
」
の
出
会
い
』
ロ
ー
・

ダ
ニ
エ
ル
（
社
団
法
人
東
ア
ジ
ア
平
和
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
248
回
（
11
年
9
月
13
日
）

『
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
日
本
研
究
の
現
状
』
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・

タ
ン
・
タ
ム
（
ハ
ノ
イ
貿
易
大
学
上
級
講
師
／
ベ
ト
ナ
ム
科
学
技
術
協
会
技
術

開
発
研
究
所
副
所
長
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
249
回
（
11
年
10
月
11
日
）

『
美
術
と
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
掛
け
合
い
―
国
策
と
し
て
の
偽
満
州
国
第
一
回

美
術
展
覧
会
に
つ
い
て
―
』
王
　
确
（
東
北
師
範
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）
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○
第
250
回
（
11
年
11
月
8
日
）

『
近
代
日
本
の
最
盛
期
：
明
宮
嘉
仁
（
の
ち
大
正
天
皇
）
の
生
涯
を
通
し
て
』

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
准

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
251
回
（
11
年
12
月
13
日
）

『
韓
国
に
お
け
る
「
親
日
派
」
言
説
に
関
す
る
一
つ
の
考
察
』
金
　
哲
（
延
世

大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
252
回
（
11
年
1
月
17
日
）

『
ベ
ト
ナ
ム
の
習
慣
と
信
仰
を
古
典
文
学
に
探
る
』
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
オ
ワ
イ

ン
（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
253
回
（
12
年
2
月
14
日
）

『
天
寿
の
域
に
い
た
る
道
―
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
を
中
心
に
―
』
劉
　
克

申
（
上
海
対
外
貿
易
学
院
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
254
回
（
12
年
3
月
13
日
）

『
帝
誅
し
と
帝
諫
め
の
物
語
―
狩
野
重
信
筆
『
帝
鑑
図
・
咸
陽
宮
図
屏
風
』
を

読
む
―
』
楊
　
暁
捷
（
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
255
回
（
12
年
4
月
10
日
）

『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
に
お
け
る
「
記
憶
と
記
念
」』
都
　
珍
淳
（
昌
原
大
学
校
教

授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
256
回
（
12
年
5
月
15
日
）

『
近
代
日
中
知
識
人
の
自
他
認
識
―
思
想
交
流
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
』
徐
　

興
慶
（
台
湾
大
学
研
究
所
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
257
回
（
12
年
6
月
12
日
）

『
日
本
映
画
に
於
け
る
原
型
的
な
表
現
方
法
』
ア
ン
ド
リ
ヤ
ナ
・
ツ
ヴ
ェ
ト
コ

ビ
ッ
チ
（
欧
州
映
画
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ａ
パ
リ
―
ス
コ
ピ
エ
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
客
員
教
授
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
258
回
（
12
年
7
月
10
日
）

『「
中
国
式
」
日
本
研
究
の
実
像
と
虚
像
』
刘
　
岳
平
（
南
開
大
学
教
授
／
日
文

研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
259
回
（
12
年
9
月
11
日
）

『
中
国
文
化
へ
の
誘
い
―
漢
字
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
金
　
哲
会
（
北
京
語
言

大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
260
回
（
12
年
10
月
9
日
）

『
戦
国
の
宗
教
文
化
と
宣
教
師
―
大
航
海
時
代
に
お
け
る
異
教
の
位
置
づ
け
を

考
え
る
―
』
シ
ル
ビ
オ
・
ヴ
ィ
ー
タ
（
京
都
外
国
語
大
学
教
授
）

○
第
261
回
（
12
年
11
月
6
日
）

『「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
か
ら
「
美
の
国
」
へ
―
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー

と
日
本
―
』
バ
ル
ト
・
ガ
ー
ン
ズ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
際
関
係
研
究
所
研
究
員
）

○
第
262
回
（
12
年
12
月
11
日
）

『
日
本
の
中
世
文
化
を
考
え
る
―
上
流
階
層
に
お
け
る
唐
物
趣
味
や
禅
趣
味
を

中
心
に
―
』
韋 

立
新
（
広
東
外
語
外
貿
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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○
第
263
回
（
13
年
1
月
15
日
）

『
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
演
劇
史
と
日
本
の
伝
統
演
劇
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
』

ク
ラ
テ
ィ
ラ
カ
・
ク
マ
ー
ラ
シ
ン
ハ
（
ケ
ラ
ニ
ア
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
264
回
（
13
年
2
月
12
日
）

『
中
日
文
化
異
同
論
の
推
移

―
近
代
以
降
の
日
本
と
欧
米
の
学
界
を
中
心
に
』

張
　
翔
（
復
旦
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
265
回
（
13
年
3
月
12
日
）

『
日
本
演
劇
に
お
け
る｢

非
人
間
的
な
る
も
の｣

と
の
遭
遇

―
霊
・
動
物
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
マ
ー
ク
・
コ
ー
デ
ィ
・
ポ
ー
ル
ト
ン
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
266
回
（
13
年
4
月
9
日
）

『
武
術
伝
授
に
見
る
東
西
両
世
界
』
カ
セ
ム
・
ズ
ガ
リ
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋

言
語
文
化
大
学
フ
ラ
ン
ス
日
本
協
会
研
究
員
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
267
回
（
13
年
5
月
14
日
）

『
中
世
日
本
に
於
け
る
密
教
僧
と
神
祇
崇
拝
　
伊
勢
、
三
輪
山
等
を
中
心
と
す

る
両
部
神
道
説
に
つ
い
て
』
ア
ン
ナ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ワ
（
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
カ
ー

ル
・
ヤ
ス
ペ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ロ
ー
／
日
文
研
外
国
人
研

究
員
）

○
第
268
回
（
13
年
6
月
11
日
）

『
耳
塚
の
「
霊
魂
」
を
ど
う
考
え
る
か
』
魯
　
成
煥
（
蔚
山
大
学
校
人
文
大
学

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
269
回
（
13
年
7
月
9
日
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
と
日
本
美
―
知
ら
れ
ざ
る
一
七
世
紀
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
―
』

ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
（
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究

員
）

○
第
270
回
（
13
年
9
月
20
日
）

『
春
画
を
語
る
・
語
る
春
画
―
春
画
を
西
洋
の
大
学
で
教
え
る
諸
問
題
―
』
ハ

ン
ス
・
ト
ム
セ
ン
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
271
回
（
13
年
10
月
8
日
）

『
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
語
文
学
』
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス
・
マ
ッ
ク
（
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
国
際
交
流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
／
日
文
研
准
教
授
）

○
第
272
回
（
13
年
11
月
5
日
）

『
伝
統
と
観
光
を
考
え
る
―
日
本
の
来
訪
神
行
事
を
事
例
と
し
て
―
』
マ
イ
ケ

ル
・
デ
ィ
ラ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
273
回
（
13
年
12
月
10
日
）

『
近
代
能
楽
史
と
植
民
地
』
徐
　
禎
完
（
翰
林
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
274
回
（
14
年
1
月
21
日
）

『
他
者
の
風
景
―
一
九
世
紀
西
洋
絵
入
り
新
聞
か
ら
見
る
東
ア
ジ
ア
』
陳 

其
松

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）
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○
第
280
回
（
14
年
7
月
8
日
）

『
仏
教
社
会
主
義
に
つ
い
て

―
妹
尾
義
郎
と
新
興
仏
教
青
年
同
盟

―
』

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ー
ク
・
シ
ー
ル
ズ
（
バ
ッ
ク
ネ
ル
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外

来
研
究
員
）

『
ナ
チ
ス
と
日
本
宗
教
』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
付
属
仏
教
研
究
所
研
究
員
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
281
回
（
14
年
9
月
16
日
）

『
後
藤
新
平
研
究

―
中
国
の
視
点
か
ら
』
王 

鍵
（
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史

研
究
所
研
究
員
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
282
回
（
14
年
10
月
14
日
）

『
日
本
が
自
ら
日
本
を
世
界
に
紹
介
し
た
最
初
の
本
に
み
る
日
本
の
美
意
識
に

つ
い
て
』
エ
ミ
リ
ア
・
シ
ャ
ロ
ン
ド
ン
（
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
ル
・
ミ
ラ
イ
ユ
大

学
講
師
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
283
回
（
14
年
11
月
27
日
）

『
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
隠
喩
の
考
察

―
主
に
歌
こ
と
ば
、
翻
訳
、
隠
喩

の
展
開
に
つ
い
て
』
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
イ
ェ
ル
ブ
リ
ン
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
284
回
（
14
年
12
月
12
日
）

『
タ
ブ
ー
を
破
る
―
春
画
研
究
・
展
示
の
意
義
』
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト

ル
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
日
本
の
春
画
を
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
見
た
か
』
矢
野
明
子
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ

Ｏ
Ａ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
―
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
／
日

○
第
275
回
（
14
年
2
月
12
日
）

『『
吾
妻
鏡
』
の
謎

―
清
末
中
国
へ
渡
っ
た
明
治
の
性
科
学
』
唐 

権
（
華
東
師

範
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
276
回
（
14
年
3
月
11
日
）

『“K
aw

aii” 

を
め
ぐ
る
表
象

―
そ
の
形
成
と
展
開
』
高
馬
京
子
（
ミ
コ
ラ
ス

ロ
メ
リ
ス
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
日
本
研
究
の
将
来
は
如
何
に
』
ハ
ラ
ル
ド
・
フ
ー
ス
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大

学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
前
衛
」
か
？

―Future B
eauty

展
の
現
場
か
ら
』

深
井
晃
子
（
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
理
事
、
チ
ー
フ
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

○
第
277
回
（
14
年
4
月
8
日
）

『
森
有
礼
が
見
た
一
九
世
紀
半
ば
の
ロ
シ
ア
帝
国

―
虚
像
と
実
像

―
』
マ

リ
ー
ナ
・
コ
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ク
（
極
東
連
邦
大
学
助
教
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
278
回
（
14
年
5
月
13
日
）

『
中
日
の
知
を
つ
な
い
だ
上
海
内
山
書
店
』
秦 

剛
（
北
京
外
国
語
大
学
北
京
日

本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
教
授
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
279
回
（
14
年
6
月
10
日
）

『
宗
教
と
世
俗
の
間
―
祇
園
祭
と
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の
祭
を
め
ぐ
っ
て
』
エ
リ
ザ

ベ
ッ
タ
・
ポ
ル
ク
（
ラ
イ
プ
テ
ィ
ッ
ヒ
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員

兼
講
師
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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文
研
外
来
研
究
員
）

『
大
英
博
物
館
春
画
展
を
受
け
て
―
日
本
側
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
』
石
上
阿
希
（
立

命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
専
門
研
究
員
）

○
第
285
回
（
15
年
1
月
13
日
）

『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
日
本
大
衆
文
化
と
そ
の
変
容

―
大
河
ド
ラ
マ

分
析
を
通
じ
て
』
朴
　
順
愛
（
湖
南
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
286
回
（
15
年
2
月
10
日
）

『
仏
教
と
平
和
主
義

―
日
本
仏
教
の
挑
戦
』
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー

ヤ
（
デ
リ
ー
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
287
回
（
15
年
3
月
10
日
）

『
私
の
日
本
映
画
研
究
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
外
交
』
ア
ン
ド
リ
ヤ
ナ
・
ツ
ヴ
ェ
ト
コ

ビ
ッ
チ
（
駐
日
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大
使
／
元
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
288
回
（
15
年
4
月
14
日
）

『
日
本
を
め
ぐ
る
認
識
変
容

―
高
度
成
長
期
か
ら
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
を

通
じ
て
』
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
／
日
文
研
外
来

研
究
員
）

○
第
289
回
（
15
年
5
月
12
日
）

『
蔣
介
石
の
日
本
像
』
黄
　
自
進
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
／
日
文
研
外

国
人
研
究
員
）

○
第
290
回
（
15
年
6
月
11
日
）

『
火
の
女
神
と
神
に
な
っ
た
男
―
一
六
世
紀
の
井
戸
茶
碗
を
中
心
に
―
』
朴
　

正
一
（
釜
山
外
国
語
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
291
回
（
15
年
7
月
7
日
）

『
お
ん
な
も
の

―
日
本
の
伝
統
芸
能
に
お
け
る
「
女
性
」
の
登
場
と
そ
の
表
象

を
め
ぐ
っ
て
』
ガ
リ
ア
・
ト
ド
ロ
ヴ
ァ
・
ペ
ト
コ
ヴ
ァ
・
ガ
ブ
ロ
フ
ス
カ
（
ブ
ル

ガ
リ
ア
国
立
演
劇
映
画
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
客
員
講
師
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
292
回
（
15
年
9
月
15
日
）

『
何
で
そ
ん
な
に
愛
さ
れ
、
そ
ん
な
に
憎
ま
れ
る
の
か

―
文
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
』
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ラ
ン
ス
（
オ
ハ
イ
オ
州
立

大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
293
回
（
15
年
10
月
13
日
）

『
法
と
教
養
と
文
化
の
基
礎

―
田
中
耕
太
郎
に
な
ら
っ
て
』
ケ
ビ
ン
・
ド
ー

ク
（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
294
回
（
15
年
11
月
17
日
）

『
鉄
道
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
』
李 

容
相
（
又
松
大
学
教
授
／
日
文
研
外

国
人
研
究
員
）

○
第
295
回
（
15
年
12
月
1
日
）

『
日
中
両
国
は
ど
う
付
き
合
う
べ
き
か

―
王
正
廷
の
「
王
道
・
覇
道
」
論
か

ら
考
え
る
』
高 

文
勝
（
天
津
師
範
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
296
回
（
16
年
1
月
5
日
）

『
日
本
美
術
に
見
る
ユ
ー
モ
ア

―
河
鍋
暁
斎
の
動
物
戯
画
と
暁
斎
が
笑
っ
た

明
治
の
西
洋
化
』
ア
グ
ネ
セ
・
ハ
イ
ジ
マ
（
ラ
ト
ビ
ア
大
学
准
教
授
／
日
文
研
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才
か
ら
教
育
者
へ
』
龔
　
穎
（
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
研
究
員
／
日
文

研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
303
回
（
16
年
9
月
13
日
）

『
変
容
す
る
ヤ
マ
ト

―
『
古
事
記
』
の
「
天
皇
」
を
考
え
る

―
』
マ
ラ
ル
・

ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
（
カ
ザ
フ
国
立
女
子
教
育
大
学
研
究
員
／
日
文
研
外
国
人
研
究

員
）

○
第
304
回
（
16
年
10
月
4
日
）

『
木
下
恵
介
映
画
の
見
ど
こ
ろ

―
忘
れ
ら
れ
た
日
本
の
こ
こ
ろ
』
マ
ッ
ツ
・

カ
ー
ル
ソ
ン
（
シ
ド
ニ
ー
大
学
シ
ニ
ア
講
師
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
305
回
（
16
年
11
月
15
日
）

『
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩
と
『
日
本
の
古
歌
』』
山
崎
佳
代
子
（
詩

人
／
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
306
回
（
16
年
12
月
13
日
）

『
北
朝
鮮
の
核
問
題
と
中
国
の
新
た
な
朝
鮮
半
島
政
策
』
姜
　
龍
範
（
天
津
外

国
語
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
307
回
（
17
年
1
月
10
日
）

『
近
世
前
期
の
学
識
と
実
学
を
再
考
す
る
―
京
都
の
博
学
者
、
馬
場
信
武
を
中

心
に
』
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
准
教
授
／
日
文
研

外
国
人
研
究
員
）

○
第
308
回
（
17
年
2
月
10
日
）

『
京
都
か
ら
考
え
る
「
東
ア
ジ
ア
安
全
共
同
体
」

―
「
戦
争
」「
災
害
」「
歴
史
」

外
来
研
究
員
）

○
第
297
回
（
16
年
2
月
19
日
）

『
ロ
シ
ア
文
学
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
記
憶

―
「
日
本
」
の
表
象
を
中
心
に
』

イ
ー
ゴ
リ
・
ボ
ト
ー
エ
フ
（
ブ
リ
ヤ
ー
ト
国
立
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
298
回
（
16
年
3
月
8
日
）

『「
近
代
の
宿
命
」
と
「
保
守
」

―
福
田
恆
存
の
保
守
主
義
を
考
え
る
』
張
　

寅
性
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
299
回
（
16
年
4
月
12
日
）

『
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

―
伝
統
演
劇
の
魅
力
と
苦
難
』
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・

ル
ペ
ル
テ
ィ
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
　
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
300
回
（
16
年
5
月
10
日
）

『
獅
子
舞
が
つ
な
ぐ
東
ア
ジ
ア
』
李
　
応
寿
（
世
宗
大
学
校
韓
日
芸
能
研
究
所

所
長
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
301
回
（
16
年
6
月
14
日
）

『「
古
く
て
新
し
い
も
の
」

―
ベ
ト
ナ
ム
人
の
俳
句
観
か
ら
日
本
文
化
の
浸
透

を
探
る
』
グ
エ
ン
・
ヴ
ー
・
ク
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
（
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領

事
館
広
報
文
化
班
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
302
回
（
16
年
7
月
12
日
）

『
中
国
近
代
心
理
学
の
先
駆
け
、
陳
大
斉
の
日
本
留
学
と
そ
れ
か
ら

―
小
秀
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○
第
150
回
（
08
年
1
月
24
日
）

『
東
ア
ジ
ア
近
代
文
化
史
の
問
い
直
し
に
む
け
て
：
北
米
滞
在
帰
朝
報
告
』
稲

賀
繁
美
（
日
文
研
教
授
）

○
第
151
回
（
08
年
2
月
21
日
）

『
明
治
憲
法
史
と
伊
藤
博
文
』
瀧
井
一
博
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
152
回
（
08
年
4
月
17
日
）

『
ジ
ャ
ズ
喫
茶
研
究
の
諸
問
題
―
歴
史
観
か
ら
方
法
論
ま
で
』
マ
イ
ク
・
モ
ラ

ス
キ
ー
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
153
回
（
08
年
5
月
22
日
）

『
コ
ル
マ
ー
ル
（
仏
）・
セ
ミ
ナ
ー
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
を
振
り
返
っ
て
』
細

川
周
平
（
日
文
研
教
授
）、
稲
賀
繁
美
（
日
文
研
教
授
）、
瀧
井
一
博
（
日
文
研

准
教
授
）、
磯
前
順
一
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
154
回
（
08
年
6
月
19
日
）

『『〈
海
賊
版
〉
の
思
想
―
一
八
世
紀
英
国
の
永
久
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
闘
争
』
に
つ

い
て
』
山
田
奨
治
（
日
文
研
准
教
授
）、
池
内
恵
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
155
回
（
08
年
10
月
16
日
）

『
日
韓
関
係
に
と
っ
て
の
『
韓
流
』
ブ
ー
ム
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
の
争
い
』
ア
リ
ソ
ン
・
ト
キ
タ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
156
回
（
08
年
11
月
13
日
）

『
書
評
『
遠
き
に
あ
り
て
つ
く
る
も
の
―
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
思
い
・
こ
と
ば
・

芸
能
―
』』
松
田
利
彦
（
日
文
研
准
教
授
）、
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
』
宋
　
浣
範
（
高
麗
大
学
副
院
長
／
日
文
研
外
国
人
研

究
員
）

［
木
曜
セ
ミ
ナ
ー
］

○
第
144
回
（
07
年
4
月
19
日
）

『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
場
か
ら
見
た
知
の
共
有
と
独
占
』
新
井
菜
穂
子
（
日
文

研
准
教
授
）

○
第
145
回
（
07
年
5
月
24
日
）

『〈
日
本
の
宗
教
学
〉
再
考
―
学
説
史
か
ら
学
問
史
へ
』
磯
前
順
一
（
日
文
研
准

教
授
）

○
第
146
回
（
07
年
6
月
21
日
）

『
知
的
感
性
の
ゆ
く
え
―iM

ovies

（
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
で
き
る
映
画
）
の
性
格

と
文
化
的
意
義
』
栗
山
茂
久
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
147
回
（
07
年
7
月
19
日
）

『
柿
本
人
麻
呂
と
中
国
文
学
』
呂 

莉
（
中
国
社
会
科
学
院
外
国
文
学
研
究
所
助

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
148
回
（
07
年
10
月
18
日
）

『
考
古
学
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
実
践
』
宇
野
隆
夫
（
日
文
研
教
授
）

○
第
149
回
（
07
年
11
月
15
日
）

『
改
変
さ
れ
た
平
城
京
―
史
書
に
書
か
れ
な
か
っ
た
事
実
―
』
千
田 

稔
（
日
文

研
教
授
）
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○
第
164
回
（
09
年
10
月
15
日
）

『
書
評
　
猪
木
武
徳
著
『
大
学
の
反
省
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
二
〇
〇
九
年
四
月
）
を

読
む
』
猪
木
武
徳
（
日
文
研
所
長
）

○
第
165
回
（
09
年
11
月
12
日
）

『
日
文
研
二
五
年
史
の
編
纂
―
そ
の
中
間
報
告
―
』
白
幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教

授
）、
小
松
和
彦
（
日
文
研
教
授
）、
瀧
井
一
博
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
166
回
（
09
年
12
月
17
日
）

『
人
間
性
の
か
け
ら
を
求
め
て
―
石
井
部
隊
や
九
大
生
体
解
剖
事
件
に
お
け
る

個
人
的
責
任
を
考
え
る
―
』
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
167
回
（
10
年
1
月
21
日
）

『
情
報
と
い
う
分
野
』
森
　
洋
久
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
168
回
（
10
年
2
月
18
日
）

『
九
〜
一
四
世
紀
東
シ
ナ
海
交
流
の
素
描
』
榎
本
　
渉
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
169
回
（
10
年
4
月
22
日
）

『
書
評
　
宇
野
隆
夫
編
著
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
古
代
都
市
・
集
落
の
歴
史
空
間
を
読
む
』

（
二
〇
一
〇
年
三
月
勉
誠
出
版
）』
宇
野
隆
夫
（
日
文
研
教
授
）

○
第
170
回
（
10
年
6
月
17
日
）

『〈
フ
キ
ダ
シ
〉
か
ら
の
ぞ
く
日
本
中
世
文
学
の
世
界
―
夢
と
こ
と
ば
の
表
現
論

の
た
め
に
―
』
荒
木 

浩
（
日
文
研
教
授
）

○
第
171
回
（
10
年
7
月
22
日
）

『
中
国
近
世
思
想
史
の
再
構
成
―
拙
著
『
思
想
と
し
て
の
中
国
近
世
』
を
素
材

○
第
157
回
（
08
年
12
月
18
日
）

『
書
評
『
春
画
の
見
か
た
―
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
―
』』
山
田
奨
治
（
日
文
研
教
授
）、

早
川
聞
多
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
158
回
（
09
年
1
月
22
日
）

『
書
評
　
牛
村
圭
、
日
暮
吉
延
著
『
東
京
裁
判
を
正
し
く
読
む
』（
文
春
新
書; 

六
六
〇
）』
瀧
井
一
博
（
日
文
研
准
教
授
）、
牛
村
圭
（
日
文
研
教
授
）

○
第
159
回
（
09
年
2
月
19
日
）

『
山
王
祭
り
の
原
点
：
日
吉
神
社
に
お
け
る
近
代
化
の
一
齣
』
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー

ン
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
160
回
（
09
年
4
月
16
日
）

『
書
評
　
光
田
和
伸
著
「『
恋
の
隠
し
方
』（
青
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）』

早
川
聞
多
（
日
文
研
教
授
）

○
第
161
回
（
09
年
6
月
18
日
）

『
私
は
こ
う
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
―
研
究
生
活
、
今
日
ま
で
そ
し
て
明
日
か

ら
―
』
倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）

○
第
162
回
（
09
年
7
月
16
日
）

『
仏
教
写
本
を
見
る
愉
し
み
』
末
木
文
美
士
（
日
文
研
教
授
）

○
第
163
回
（
09
年
9
月
17
日
）

『
軍
人
は
な
ぜ
政
治
化
し
た
の
か
―
日
本
陸
軍
の
場
合
―
』
戸
部
良
一
（
日
文

研
教
授
）
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研
准
教
授
）、
テ
モ
テ
・
カ
ー
ン
（
日
文
研
助
教
）

○
第
178
回
（
11
年
5
月
19
日
）

『
日
文
研
二
五
年
史
座
談
会
Ⅳ
―
文
献
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
出
版
―
』
宇
野
隆

夫
（
日
文
研
教
授
）、
白
幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教
授
）、
末
木
文
美
士
（
日
文
研

教
授
）、
早
川
聞
多
（
日
文
研
教
授
）、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
（
日
文
研

教
授
）、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
（
日
文
研
教
授
）、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン

ス
（
日
文
研
准
教
授
）、
光
田
和
伸
　（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
179
回
（
11
年
6
月
16
日
）

『
新
た
な
文
明
原
理
を
求
め
て
：
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
思
う
』
安
田

喜
憲
（
日
文
研
教
授
）

○
第
180
回
（
11
年
7
月
21
日
）

『
世
界
記
憶
遺
産
に
推
薦
が
決
ま
っ
た
「
御
堂
関
白
記
」
自
筆
本
（
一
一
世
紀
）

の
裏
に
「
後
深
心
院
関
白
記
」（
一
四
世
紀
）
を
写
し
た
近
衛
信
尹
（
一
六
世
紀
）』

倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）

○
第
181
回
（
11
年
9
月
22
日
）

『
可
視
化
さ
れ
る
「
帝
国
」・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
る
「
外
地
」
―
日
文
研
所
蔵
外

地
関
連
地
図
、
絵
葉
書
に
つ
い
て
―
』
劉
　
建
輝
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
182
回
（
11
年
11
月
17
日
）

『
書
評
　
山
田
奨
治
著
『
日
本
の
著
作
権
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
厳
し
い
の
か
』（
人

文
書
院
二
〇
一
一
年
九
月
）』
山
田
奨
治
（
日
文
研
教
授
）

と
し
て
―
』
伊
東
貴
之
（
日
文
研
教
授
）

○
第
172
回
（
10
年
9
月
16
日
）

『
安
政
四
年
十
月
二
十
一
日
、米
国
使
節
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
を
め
ぐ
っ
て
―
「
幕

末
」
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
―
』
佐
野
真
由
子
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
173
回
（
10
年
11
月
18
日
）

『
書
評
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
著
『
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見

た
日
本
』（
臨
川
書
店
、二
〇
一
〇
年
七
月
）』
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
（
日

文
研
准
教
授
）

○
第
174
回
（
10
年
12
月
16
日
）

『「
北
方
領
土
」
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
的
省
察
』
笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

○
第
175
回
（
11
年
1
月
20
日
）

『
書
評
　
鈴
木
貞
美
著
『｢

文
藝
春
秋｣

と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
〈
東
ア
ジ
ア
叢

書
〉』（
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
〇
年
五
月
）』
鈴
木
貞
美
（
日

文
研
教
授
）

○
第
176
回
（
11
年
2
月
17
日
）

『
書
評
　
榎
本
渉
著
『
僧
侶
と
海
商
た
ち
の
東
シ
ナ
海
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）』
榎
本
　
渉
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
177
回
（
11
年
4
月
21
日
）

『
日
文
研
二
五
年
史
座
談
会
Ⅲ
―
国
際
交
流
の
展
望
―
』
猪
木
武
徳
（
日
文
研

所
長
）、
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）、
山
田
奨
治
（
日
文
研
教
授
）、
劉
　
建

輝
（
日
文
研
准
教
授
）、
磯
前
順
一
（
日
文
研
准
教
授
）、
佐
野
真
由
子
（
日
文
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○
第
189
回
（
12
年
7
月
19
日
）

『
北
朝
鮮
を
訪
ね
て
―
「
凍
土
の
共
和
国
」
に
非
ず
、「
地
上
の
楽
園
」
に
非
ず
』

松
田
利
彦
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
190
回
（
12
年
9
月
20
日
）

『
図
書
館
の
〝
は
た
ら
き
〞
は
国
を
越
え
て
届
く
か
―
『
本
棚
の
中
の
ニ
ッ
ポ
ン
』

か
ら
―
』
江
上
敏
哲
（
日
文
研
資
料
課
資
料
利
用
係
長
）

○
第
191
回
（
12
年
10
月
18
日
）

『
陸
上
競
技
を
ど
う
語
る
か
：
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
一
〇
〇
年
を
機
に
』

牛
村
圭
（
日
文
研
教
授
）

○
第
192
回
（
12
年
11
月
22
日
）

『
文
の
面
に
つ
い
て
』
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
193
回
（
12
年
12
月
20
日
）

『〈
座
談
会
〉
日
文
研
二
五
年
史
編
纂
を
振
り
返
る
』
小
松
和
彦
（
日
文
研
所
長
）、

白
幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教
授
）、
瀧
井
一
博
（
日
文
研
准
教
授
）、
山
内
直
樹
（
山

内
編
集
事
務
所
代
表
）

○
第
194
回
（
13
年
1
月
24
日
）

『
書
評
　
劉
建
輝
著
『
日
中
二
百
年
―
支
え
合
う
近
代
』（
二
〇
一
二
年
東
ア
ジ

ア
叢
書
）』
劉
　
建
輝
（
日
文
研
准
教
授
）、
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）、

松
田
利
彦
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
195
回
（
13
年
2
月
21
日
）

『
二
〇
世
紀
初
頭
の
俳
句
・
能
の
海
外
発
信

―
「
二
重
国
籍
」
詩
人
・
野
口

○
第
183
回
（
11
年
12
月
22
日
）

『
書
評
　
ジ
ョ
ン 
ブ
リ
ー
ン
著
『
儀
礼
と
権
力
　
天
皇
の
明
治
維
新
』（
平
凡
社

二
〇
一
一
年
八
月
）』
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
（
日
文
研
教
授
）

○
第
184
回
（
12
年
1
月
19
日
）

『
書
評
　
小
松
和
彦
著
『
い
ざ
な
ぎ
流
の
研
究
：
歴
史
の
な
か
の
い
ざ
な
ぎ
流

太
夫
』（
角
川
学
芸
出
版
二
〇
一
一
年
九
月
）』
小
松
和
彦
（
日
文
研
副
所
長
）

○
第
185
回
（
12
年
2
月
16
日
）

『
世
界
を
旅
す
る
学
問
―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
日
本
研
究
に
向
け
て
―
』

磯
前
順
一
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
186
回
（
12
年
4
月
19
日
）

『
書
評
　
末
木
文
美
士
著
『
哲
学
の
現
場
：
日
本
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
』

（
二
〇
一
二
年
一
月
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
）」』
末
木
文
美
士
（
日
文
研
教
授
）、
細

川
周
平
（
日
文
研
教
授
）、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
187
回
（
12
年
5
月
24
日
）

『
京
都
の
洋
館
と
庭
、
そ
し
て
権
力
の
館
？
―
白
幡
洋
三
郎
『
庭
を
読
み
解
く
』、

井
上
章
一
『
京
都
洋
館
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
刊
行
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
―
』
白

幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教
授
）、
井
上
章
一
（
日
文
研
教
授
）、
御
厨
貴
（
日
文
研

客
員
教
授
）

○
第
188
回
（
12
年
6
月
21
日
）

『
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
と
連
想
―
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
と
実
業
史
錦
絵
絵
引

の
紹
介
―
』
丸
川
雄
三
（
日
文
研
准
教
授
）
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○
第
203
回
（
13
年
12
月
19
日
）

『
旧
植
民
地
関
係
資
料
の
行
方
―
日
本
の
文
書
破
棄
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
文
献
文

書
接
収
』
井
村
哲
朗
（
日
文
研
特
任
教
授
）、
熱
田
見
子
（
外
交
史
料
館
外
務

事
務
官
）

○
第
204
回
（
14
年
1
月
23
日
）

『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ボ
ク
ら
の
時
代
―
磯
前
順
一
『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
　
世

界
は
ボ
ク
ら
を
待
っ
て
い
た
』（
集
英
社
新
書
）
を
読
む
』
井
上
章
一
（
日
文

研
副
所
長
）、
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）、
磯
前
順
一
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
205
回
（
14
年
2
月
20
日
）

『
植
民
地
朝
鮮
の
表
象
―
朝
鮮
写
真
絵
葉
書
と
官
展
入
選
作
に
み
る
イ
メ
ー
ジ

の
相
関
性
』
朴
美
貞
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
206
回
（
14
年
4
月
17
日
）

『
映
画
式
ま
ん
が
家
入
門
』
大
塚
英
志
（
日
文
研
教
授
）、
中
島
千
晴
（
漫
画
家
）

○
第
207
回
（
14
年
5
月
22
日
）

『
教
育
哲
学
と
し
て
の
バ
タ
イ
ユ
思
想
』
宮
崎
康
子
（
日
文
研
特
任
助
教
）

○
第
208
回
（
14
年
6
月
19
日
）

『
日
本
映
画
の
音
響
理
論

―
『
映
画
音
響
論
　
溝
口
健
二
映
画
を
聴
く
』
を

中
心
に
』
長
門
洋
平
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
209
回
（
14
年
7
月
17
日
）

『
笠
谷
和
比
古
著
『
武
士
道
　
侍
社
会
の
文
化
と
倫
理
』（
二
〇
一
四
年
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
出
版
）
を
め
ぐ
っ
て
』
笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）、
伊
東
貴
之
（
日
文

米
次
郎
の
も
た
ら
し
た
も
の
』
堀
ま
ど
か
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）、
三
原
芳

秋
（
同
志
社
大
学
准
教
授
）

○
第
196
回
（
13
年
4
月
18
日
）

『
古
墳
は
ど
の
よ
う
な
「
場
所
」
に
築
造
さ
れ
た
の
か
―
三
〜
六
世
紀
の
前
方

後
円
墳
の
立
地
と
眺
望
分
析
か
ら
―
』
寺
村
裕
史
（
日
文
研
特
任
准
教
授
）

○
第
197
回
（
13
年
5
月
23
日
）

『
書
評
　
倉
本
一
宏
著
『
藤
原
道
長
の
日
常
生
活
』（
二
〇
一
三
年 

講
談
社
現
代

新
書
）』
倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）、井
上
章
一
（
日
文
研
副
所
長
）、荒
木 

浩
（
日

文
研
教
授
）

○
第
198
回
（
13
年
6
月
20
日
）

『
テ
レ
ビ
時
代
の
日
本
映
画
と
そ
の
変
革
の
諸
相
』
北
浦
寛
之
（
日
文
研
助
教
）

○
第
199
回
（
13
年
7
月
18
日
）

『『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
文
学
』
を
上
梓
し
て
』
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）、

根
川
幸
男
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
200
回
（
13
年
9
月
19
日
）

『「
融
通
念
仏
縁
起
」
の
研
究
―
物
語
絵
に
み
る
日
本
中
世
の
信
仰
世
界
―
』
徳

永
誓
子
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
201
回
（
13
年
10
月
17
日
）

『
大
英
博
物
館
の
春
画
展
開
催
の
報
告
』
早
川
聞
多
（
日
文
研
教
授
）

○
第
202
回
（
13
年
11
月
21
日
）

『
ス
マ
ー
ト
・
グ
リ
ッ
ド
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
く
え
』
森 

洋
久
（
日
文
研
准
教
授
）
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瀧
井
一
博
（
日
文
研
教
授
）、
松
田
利
彦
（
日
文
研
教
授
）、
山
田
奨
治
（
日
文

研
教
授
）、
劉
　
建
輝
（
日
文
研
教
授
）

○
第
218
回
（
15
年
6
月
18
日
）

『
日
米
同
盟
研
究
―
歴
史
と
理
論
』
楠
　
綾
子
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
219
回
（
15
年
7
月
16
日
）

『
日
本
古
典
籍
の
図
像
／
図
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
む
け
て
』
石
上
阿
希
（
日

文
研
特
任
助
教
）

○
第
220
回
（
15
年
9
月
17
日
）

『
倉
本
一
宏
著
『
平
安
朝
　
皇
位
継
承
の
闇
（「
狂
気
」
の
天
皇
）』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
四
年
）
と
『「
旅
」
の
誕
生
（
東
海
道
の
「
旅
」）』（
河
出
書
房

新
社
、二
〇
一
五
年
）
を
斬
る
！
』
倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）、牛
村
　
圭
（
日

文
研
教
授
）、
光
田
和
伸
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
221
回
（
15
年
10
月
22
日
）

『
小
泉
鉄
、〈
台
湾
〉
を
表
象
す
る
』
杉
田
智
美
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
222
回
（
15
年
11
月
19
日
）

『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
が
語
る
も
の
』
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
（
日

文
研
准
教
授
）、
シ
ン
テ
ィ
ア
・
フ
ィ
ア
レ
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
史
学
研
究
所
研

究
員
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
223
回
（
15
年
12
月
17
日
）

『
万
国
博
覧
会
か
ら
人
間
の
歴
史
を
考
え
る
』
佐
野
真
由
子
（
日
文
研
准
教
授
）、

井
上
章
一
（
日
文
研
副
所
長
）、
中
牧
弘
允
（
吹
田
市
立
博
物
館
館
長
）

研
教
授
）、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
（
日
文
研
教
授
）

○
第
210
回
（
14
年
9
月
18
日
）

『
ギ
リ
シ
ャ
で
の
日
本
学
の
発
展
』
ス
テ
ィ
リ
ア
ノ
ス
・
パ
パ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

プ
ロ
ス
（
ア
テ
ネ
大
学
教
授
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
211
回
（
14
年
10
月
16
日
）

『K
AT

SU
R

A
-

Ⅱ
―
古
地
図G

oogle

　M
ap

の
試
み
―
』
森
　
洋
久
（
日
文
研

准
教
授
）

○
第
212
回
（
14
年
11
月
20
日
）

『
国
文
学
者
の
戦
中
戦
後
―
榊
原
美
文
の
場
合
』
坪
井
秀
人
（
日
文
研
教
授
）

○
第
213
回
（
14
年
12
月
18
日
）

『
帝
国
大
学
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
瀧
井
一
博
（
日
文
研
教
授
）

○
第
214
回
（
15
年
1
月
22
日
）

『
文
化
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
情
報
発
信
』
寺
村
裕
史
（
日
文
研
特
任
准
教
授
）

○
第
215
回
（
15
年
2
月
19
日
）

『
平
安
時
代
の
内
裏
と
平
安
京
』
中
町
美
香
子
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
216
回
（
15
年
4
月
16
日
）

『
現
代
建
築
を
考
え
る
―
合
評
　
井
上
章
一
『
現
代
の
建
築
家
』（
Ａ
Ｄ
Ａ
エ
デ
ィ

タ
ト
ー
キ
ョ
ー
、
二
〇
一
四
年
）』
井
上
章
一
（
日
文
研
副
所
長
）、
稲
賀
繁
美

（
日
文
研
教
授
）、
佐
野
真
由
子
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
217
回
（
15
年
5
月
21
日
）

『
雑
誌
『
世
界
の
日
本
研
究
』
の
回
顧
と
展
望
』
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）、
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学
教
授
）、
磯
前
順
一
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
232
回
（
16
年
11
月
18
日
）

『
江
戸
期
に
お
け
る
仏
像
の
妖
怪
化
』
今
井
秀
和
（
日
文
研
機
関
研
究
員
）

○
第
233
回
（
16
年
11
月
18
日
）

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
―
資
料
の
見
せ
方
』
石
川
　
肇
（
日
文
研
助
教
）

○
第
234
回
（
17
年
1
月
19
日
）

『
来
た
る
べ
き
日
文
研
　
高
等
研
究
所
と
は
？
　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
は
？
』

マ
ー
ク
・
Ｅ
・
リ
ン
シ
カ
ム
（
京
都
ア
メ
リ
カ
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
所
長
）、

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部

日
本
学
科
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）、
松
田
利
彦
（
日
文
研
教
授
）、

磯
前
順
一
（
日
文
研
教
授
）

○
第
235
回
（
17
年
2
月
16
日
）

『
南
北
朝
時
代
の
戦
術
と
武
士
』
呉
座
勇
一
（
日
文
研
助
教
）

［N
ichibunken E

vening S
em

inar

］

○
第
118
回
（
07
年
4
月
5
日
）

﹃C
elebrating W

ork in P
ictures: A

 N
ew

 Subject for E
do Society

﹄
メ
ア

リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
リ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校 

教
授

／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
119
回
（
07
年
5
月
10
日
）

『O
n geidan: an anthropological approach

』
井
口
か
を
り
（
日
文
研
海
外
研

○
第
224
回
（
16
年
1
月
21
日
）

『
表
具
が
で
き
る
ま
で
』
佐
々
木
弘
明
（
京
表
具
翠
光
堂
主
人
（
伝
統
工
芸
士
））

○
第
225
回
（
16
年
2
月
18
日
）

『
上
方
演
芸
の
近
代
史
と
現
状
』
古
川
綾
子
（
日
文
研
特
任
助
教
）

○
第
226
回
（
16
年
4
月
21
日
）

『
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
の
継
承
：
宣
教
師
の
日
本
語
文
学
』
郭
　
南
燕
（
日
文
研

准
教
授
）、
井
上
章
一
（
日
文
研
教
授
）

○
第
227
回
（
16
年
5
月
26
日
）

『
稲
賀
繁
美
『
接
触
造
形
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
六
）
を
め
ぐ
っ
て
』

稲
賀
繁
美（
日
文
研
副
所
長
・
教
授
）、細
川
周
平（
日
文
研
教
授
）、宮
崎
康
子（
日

文
研
技
術
補
佐
員
）

○
第
228
回
（
16
年
6
月
23
日
）

『『
日
本
研
究
』
編
集
の
現
場
か
ら
』
坪
井
秀
人
と
『
日
本
研
究
』
編
集
の
仲
間

た
ち

○
第
229
回
（
16
年
7
月
21
日
）

『
ア
メ
リ
カ
大
統
領
制
の
歴
史
・
現
在
・
未
来
―
制
度
分
析
の
観
点
か
ら
』
待

鳥
聡
史
（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）、
楠 

綾
子
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
230
回
（
16
年
9
月
23
日
）

『
藩
政
を
比
較
す
る
』
磯
田
道
史
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
231
回
（
16
年
10
月
23
日
）

『
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｅ
・
ケ
テ
ラ
ー
（
シ
カ
ゴ
大
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○
第
125
回
（
08
年
2
月
7
日
）

『V
isualizing an A

ncient L
and N

ear, Yet Far: Im
perialist

　N
ostalgia and 

the Production of Tourist Im
ages in C

olonial K
orea

』
ペ
イ
・
ヒ
ュ
ン
イ
ル
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
126
回
（
08
年
3
月
6
日
）

『A
rchives of W

estern Social Scientists in Japanese C
ollections, w

ith 

Special R
eference to the K

ansai A
rea

』
ジ
ル
・
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
カ

ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
准
教
授
／
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
127
回
（
08
年
4
月
3
日
）

『A
n A

rctic Passage to the Far E
ast: T

he V
isit of the Sw

edish Vega 

E
xpedition to Japan in 1879

』
グ
ニ
ラ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
＝
ワ
ダ
（
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
学
主
任
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
128
回
（
08
年
5
月
8
日
）

『R
ereading T

hose L
ines: R

ethinking Japanese B
uddhism

 through 

E
xam

ining B
unin (A

ppointm
ents W

orks)

』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
Ｏ
・
ル
パ
ー
ト
（
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
129
回
（
08
年
6
月
5
日
）

『T
he T

icklish Triangle: R
eflections on N

ationalism
s in Japan, C

hina and 

Taiw
an since the 1990s

』
汪
　
宏
倫
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

究
交
流
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

○
第
120
回
（
07
年
6
月
7
日
）

『Shells in P
rehistoric Societies from

 W
est to E

ast: A
 P

relim
inary 

A
pproach

』
イ
ウ
リ
ア
・
カ
ラ
リ
＝
ヤ
ナ
コ
プ
ー
ル
（
ア
テ
ネ
大
学
教
授
／
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
121
回
（
07
年
7
月
5
日
）

『H
induism

 and Shintoism
: A

 C
om

parative Study

』ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
ト
マ
ー

ル
（
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
客
員
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
122
回
（
07
年
9
月
6
日
）

『
石
干
見 (Ishihim

i) - Studies on the R
elics of M

aritim
e C

ivilizations in 

the V
isayas, P

iscadores, and the R
yukyus

』
シ
ン
シ
ア
・
ネ
リ
・
ザ
ヤ
ス
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
立
大
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
123
回
（
07
年
10
月
4
日
）

『T
he Science of K

arm
a: T

he C
ongruence of B

uddhism
 and 19th C

entury 

E
volutionary T

hought in the W
ritings of L

afcadio H
earn

』
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

バ
ス
キ
ン
ド
（
日
文
研
海
外
研
究
交
流
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

○
第
124
回
（
07
年
12
月
6
日
）

『M
usic on the Periphery of M

odan R
aifu: Traces of M

usic-m
aking am

ong 

the O
kinaw

an and K
orean C

om
m

unities of Interw
ar O

saka

』
ヒ
ュ
ー
・
デ
・

フ
ェ
ラ
ン
デ
ィ
（
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
助
教
授
）
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○
第
136
回
（
09
年
3
月
12
日
）

『Past and P
resent: Stone B

ead M
aking in India

』
ク
ル
デ
ィ
ー
プ
・
バ
ー

ン
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
137
回
（
09
年
4
月
2
日
）

『C
ram

m
ing the C

anon: C
ontem

porary G
akushū

 M
anga and the 

Possibilities of E
dutainm

ent

』
河
名
サ
リ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
138
回
（
09
年
5
月
14
日
）

『W
hat is Japanese Perform

ing A
rts? T

he P
rocess of C

onstructing an 

Im
age

』
マ
ウ
リ
シ
オ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
139
回
（
09
年
6
月
4
日
）

『Sakabe M
egum

i, A
 Scenic P

hilosophy

』
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
リ
シ
エ
（
日
文
研

外
国
人
研
究
員
）

○
第
140
回
（
09
年
7
月
2
日
）

『Soldiers and Society in Japan: E
xploring the Issues

』セ
オ
ド
ア
・
Ｆ
・
ク
ッ

ク
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
141
回
（
09
年
9
月
3
日
）

『M
ultiproxy E

vidence of Tropical H
olocene C

lim
ate Variability and 

A
nthropogenic Interference from

 a L
ake R

ecord in B
ali

』
シ
ュ
ン
・
リ
（
日

文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
142
回
（
09
年
10
月
1
日
）

『M
onsters and M

icronesia Japanese C
onceptualizations of the South 

○
第
130
回
（
08
年
7
月
3
日
）

『B
ad B

oy of the G
ods: R

eadings from
 a Translation-in-P

rogress of 

A
ratam

a, Ishikaw
a Jun ’s N

ovel of 1964

』
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
イ
ラ
ー
（
日
文

研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
131
回
（
08
年
10
月
2
日
）

『T
he M

ethod of Tsugaru Sham
ans in O

sabe H
ideo ’s L

iterature: Tow
ards 

a N
ew

 R
elation betw

een Japan and A
sia

』
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
132
回
（
08
年
11
月
6
日
）

『T
he H

eart ’s H
om

e Tow
n: Traditional Folk Song in M

odern Japan

』
デ

ビ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
133
回
（
08
年
12
月
4
日
）

『T
he A

daptation of W
estern G

enres in Japanese P
opular M

usic: 

E
volution of M

usical Style and Text Setting in C
hildren ’s Songs and H

ip-

H
op

』
ノ
リ
コ
・
マ
ナ
ベ
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
134
回
（
09
年
1
月
15
日
）

『T
he T

heatre of Species: R
ace and A

nim
als in W

artim
e A

nim
ation

』
ト
ー

マ
ス
・
ラ
マ
ー
ル
（
マ
ク
ギ
ル
大
学
教
授
）

○
第
135
回
（
09
年
2
月
5
日
）

『Sham
anism

 in C
ontext: Itako (N

orthern Japan) and M
ikishi (D

em
ocratic 

R
epublic of C

ongo)

』
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
カ
プ
ト
ゥ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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○
第
149
回
（
10
年
6
月
10
日
）

『T
he Function of P

lace N
am

es in E
arly W

aka: Som
e C

om
parisons w

ith 

E
nglish, W

elsh and A
nglo-W

elsh Poetry

』
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
リ
ス
（
日
文

研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
150
回
（
10
年
7
月
1
日
）

『R
ethinking Shonen ’ai: U

ses of H
istory in E

dogaw
a R

anpo ’s W
riting 

about the L
ove of B

oys

』
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ン
グ
ル
ス
（
日
文
研
外
国
人
研

究
員
）

○
第
151
回
（
10
年
9
月
2
日
）

『B
uddhist C

haplaincy during the R
usso-Japanese W

ar

』
マ
イ
カ
・
ア
ウ

エ
ル
バ
ッ
ハ
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
152
回
（
10
年
10
月
14
日
）

『M
odern Japanese L

iterature and R
ussian Poet-im

m
igrants: A

 C
ase of 

E
astern D

iaspora

』
ア
イ
ー
ダ
・
ス
レ
イ
メ
ノ
ヴ
ァ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
153
回
（
10
年
12
月
9
日
）

『Japanese Studies in B
ulgaria: T

he 20th A
nniversary of the “Japanese 

Studies” M
ajor at St. K

lim
ent O

hridski U
niversity of Sofia

』ボ
イ
カ
・
ツ
ィ

ゴ
ヴ
ァ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
154
回
（
11
年
2
月
3
日
）

『C
hinese and Japanese G

host D
ram

a: A
 C

om
parative Study w

ith Special 

R
eference to Japanese N

oh P
lays and C

hinese Zaju (Variety P
lays)

』
趙
　

Seas as a Supernatural Space

』
マ
ー
ク
・
オ
ン
ブ
レ
ッ
ロ
（
総
合
研
究
大
学

院
大
学
大
学
院
生
）

○
第
143
回
（
09
年
11
月
5
日
）

『A
rchitecture &

 P
hotography: L

onging for the Past and R
econstructing 

the Future

』
ミ
ュ
リ
エ
ー
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
144
回
（
09
年
12
月
3
日
）

『K
um

e K
unitake and K

um
e K

eiichiro: Father and Son, A
dvocators of 

W
estern Science and A

rt

』
ヨ
ナ
・
シ
デ
ラ
ー
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
145
回
（
10
年
2
月
4
日
）

『Ideals of Fem
inine B

eauty: Portrayal in U
kiyo-e and Indian M

iniature 

Painting

』
ア
ヌ
・
ジ
ン
ダ
ル
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
146
回
（
10
年
3
月
4
日
）

『T
he “E

yes” of the Police and a H
istoriographic P

roblem
: T

he 1925 

Taipei Police E
xhibition

』
蔡
　
慧
玉
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
147
回
（
10
年
4
月
8
日
）

『H
ideyoshi ’s Invasion of K

orea and the D
iplom

acy of Survival 1596-98
』

許
　
南
麟
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
148
回
（
10
年
5
月
13
日
）

『Voices from
 N

ara at the C
hinese C

ourt: Poetry and D
iplom

acy in 

E
ighth-century E

ast A
sia

』
ヴ
ィ
プ
ケ
・
デ
ネ
ッ
ケ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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○
第
161
回
（
11
年
10
月
6
日
）

『C
hinese Portable M

ovies

』
パ
オ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
チ
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
162
回
（
11
年
11
月
10
日
）

『R
esistance and D

espair: A
 Speculation on “P

ro-Japanese” D
iscourse in 

K
orea

』
金
　
哲
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
163
回
（
11
年
12
月
8
日
）

『C
hain and the C

ity: C
onceptualizing P

ublic Space in Japan

』
ヘ
レ
ナ
・

グ
リ
ン
ス
プ
ン
（
日
文
研
来
訪
研
究
員
）

○
第
164
回
（
12
年
2
月
2
日
）

『Japanese W
om

en through the P
rism

 of P
roverbs

』
ギ
ー
タ
・
Ａ
・
キ
ニ
（
日

文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
165
回
（
12
年
3
月
8
日
）

『M
asterw

orks of U
kiyo-e in an A

ustralian C
ollection

』
ギ
ャ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ヒ
ッ
キ
ー
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
166
回
（
12
年
4
月
5
日
）

『A
n O

ther O
ther? T

he Q
ur ’ān, Islam

, and R
eligious Identity in M

odern 

Japan

』
ハ
ン
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
マ
ー
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
167
回
（
12
年
5
月
10
日
）

『Tukioka K
ogyo and the Popularization of N

oh in M
odern Japan

』
リ
チ
ャ
ー

ド
・
Ｊ
・
ス
メ
サ
ー
ス
ト
（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
教
授
）

暁
寰
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
155
回
（
11
年
3
月
3
日
）

『W
riting in B

etw
een L

anguage and C
ulture: Som

e C
ases in C

ontem
porary 

Japanese L
iterature

』
ノ
リ
コ
・
ト
ゥ
ン
マ
ン
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
156
回
（
11
年
4
月
7
日
）

『W
hen D

id the Japanese Start W
riting B

ooks on Japan in E
nglish? T

he 

Strengths and W
eaknesses of the F

irst G
eneration of N

ative Japan 

Interpreters

』
太
田
雄
三
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
157
回
（
11
年
5
月
12
日
）

『Self and Society in E
thics of E

m
ptiness: A

s Seen in a P
relim

inary 

E
xam

ination of H
isam

atsu Shin ’ichi and W
atsuji Tetsuro

』
ア
ン
ト
ン
・
ル

イ
ス
・
セ
ビ
ー
ジ
ャ
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
大
学
院
生
）

○
第
158
回
（
11
年
6
月
2
日
）

『Studying Translations-T
hen and N

ow

』
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
・
ス
リ
ヤ
カ
ン
ト
・

テ
ネ
ッ
テ
ィ
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
159
回
（
11
年
7
月
7
日
）

『To C
apture T

heir Favor: G
ift-giving by the D

utch E
ast India C

om
pany

』

シ
ン
テ
ィ
ア
・
フ
ィ
ア
レ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
160
回
（
11
年
9
月
8
日
）

『D
esire and the C

ivilization: A
 Political-E

conom
y Inquiry into the 

Japanese M
ind

』
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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W
hy?

』
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
175
回
（
13
年
3
月
7
日
）

『Inspiration and the L
anguages of C

ontem
porary M

usic

』
林
　
志
宣
（
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
176
回
（
13
年
4
月
11
日
）

『U
N

E
SC

O
 C

om
es to K

agoshim
a: R

itual, D
epopulation, and the P

roblem
 

of Intangible C
ultural H

eritage

』
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ィ
ラ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
177
回
（
13
年
5
月
9
日
）

『U
ncanny R

ealism
: M

im
esis and M

etam
orphosis in Japanese T

heatre 

and B
eyond

』
マ
ー
ク
・
コ
ー
デ
ィ
・
ポ
ー
ル
ト
ン
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
178
回
（
13
年
6
月
6
日
）

『C
hildbirth and W

om
en ’s H

ealth in H
eian and K

am
akura Japan

』
ア
ン
ナ
・

ア
ン
ド
レ
ー
ワ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
179
回
（
13
年
7
月
4
日
）

『H
ara Setsuko ’s Screen C

areer: T
he Intersection betw

een E
ternal 

V
irgin and E

ternal M
adonna

』
マ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
180
回
（
13
年
9
月
5
日
）

『T
he B

irth of M
utual R

ecognition: E
uropean and Japanese V

isual Im
ages 

of E
ach O

ther during the E
do Period and the Q

uest for G
eneralization

』

ロ
テ
ム
・
コ
ー
ネ
ル
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
168
回
（
12
年
6
月
7
日
）

『Taisho as Interw
ar: R

eflections on Japan in the H
istory of the M

odern 

W
orld

』
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
169
回
（
12
年
7
月
5
日
）

『A
rchetypes in Japanese Film

s: T
he W

anderer A
rchetype from

 M
yth to 

Street

』
ア
ン
ド
リ
ヤ
ナ
・
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
ビ
ッ
チ
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
170
回
（
12
年
9
月
6
日
）

『S
hinto and S

ham
anism

: T
he Indigenous R

eligions of Japan and 

M
ongolia

』
ソ
ヨ
ン
ボ
・
ボ
ル
ジ
ギ
ン
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
171
回
（
12
年
10
月
4
日
）

『N
oh D

ram
a as a Vehicle for Spreading Shintoism

 and B
uddhism

 in 

M
edieval Japan

』
ク
ラ
テ
ィ
ラ
カ
・
ク
マ
ー
ラ
シ
ン
ハ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
172
回
（
12
年
11
月
8
日
）

『A
loha B

uddha and B
ounty Zen: G

lobal, Transnational, and E
thnic 

B
uddhism

 in a H
aw

aiian D
iaspora C

ontext

』
ヨ
ル
ン
・
ボ
ロ
プ
（
オ
ー
フ

ス
大
学
准
教
授
）

○
第
173
回
（
12
年
12
月
6
日
）

『C
om

m
on Points betw

een the C
lassical M

artial A
rt of Japan and the 

E
uropean A

rt of Fighting

』
カ
セ
ム
・
ズ
ガ
リ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
174
回
（
13
年
2
月
7
日
）

『K
yoto ’s O

ld C
herries are M

ore B
eautiful than the N

ew
: H

ow
 and 
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○
第
187
回
（
14
年
5
月
8
日
）

『R
eflections on “Japanese” C

ulture in Transnational C
om

m
unication as 

Seen through R
epresentations of “K

aw
aii”

』
高
馬
京
子
（
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
188
回
（
14
年
6
月
5
日
）

『M
ori A

rinori ’s Journey to St. Petersburg in 1866: Im
ages of W

estern 

B
ackw

ardness and T
hreatening M

odernization

』マ
リ
ー
ナ
・
コ
ヴ
ァ
ル
チ
ュ

ク
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
189
回
（
14
年
7
月
3
日
）

『Transcultural E
ncounters: G

erm
an B

eer and M
eiji Japan

』
ハ
ラ
ル
ド
・

フ
ー
ス
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
190
回
（
14
年
9
月
4
日
）

『SuperN
A

T
U

R
A

L
 Japan:D

igging O
ut the E

m
bedded C

ultural R
ealities 

in Japanese Fairy Tales

』
ゲ
ル
ガ
ナ
・
ぺ
ト
コ
ヴ
ァ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
191
回
（
14
年
10
月
2
日
）

『Yashiro ’s D
etails and the P

roblem
 of P

lace

』
望
月
み
や
（
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
192
回
（
14
年
11
月
6
日
）

『Tree B
lossom

s and R
ock G

ardens:O
n the D

uakity of the Japanese 

Sense of B
eauty

』
エ
ミ
リ
ア
・
シ
ャ
ロ
ン
ド
ン
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
181
回
（
13
年
10
月
3
日
）

『T
ransgressive R

eaders and W
riters: O

n the Japanese-L
anguage 

L
iterature of B

razil

』
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス
・
マ
ッ
ク
（
日
文
研
外
来
研

究
員
）

○
第
182
回
（
13
年
11
月
7
日
）

『N
arrative A

gency in 13th-14th C
entury C

han Figure Painting: a Study 

of H
agiography-Iconography Text-Im

age R
elationships

』
マ
ル
コ
ム
・
マ

ク
ネ
ル
（
日
文
研
英
国
芸
術
・
人
文
リ
サ
ー
チ
カ
ウ
ン
シ
ル
研
究
員
）

○
第
183
回
（
13
年
12
月
5
日
）

『A
nim

ism
 for M

odernity: L
essons from

 M
inam

ata for the P
ost-

Fukushim
a W

orld

』
シ
ョ
ウ
コ
・
ヨ
ネ
ヤ
マ
（
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
シ
ニ
ア
講
師
）

○
第
184
回
（
14
年
2
月
6
日
）

『Spring and A
sura: B

uddhist P
rogressivism

 in the Taishō E
ra

』
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
マ
ー
ク
・
シ
ー
ル
ズ
（
日
文
研
国
際
交
流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
）

○
第
185
回
（
14
年
3
月
6
日
）

『Forgotten Treasures of M
eiji Japan: T

he N
urem

berg 1885 E
xhibition 

R
evisited

』
シ
ビ
ル
・
ギ
ル
モ
ン
ド
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
186
回
（
14
年
4
月
3
日
）

『R
eligion and C

om
m

unity in K
yoto: T

he G
ion M

atsuri and C
hōnaikai

』

エ
リ
ザ
ベ
ッ
タ
・
ポ
ル
ク
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）
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外
来
研
究
員
）

○
第
199
回
（
15
年
7
月
2
日
）

『Tow
ard the R

eexam
ination of U

niversality:Indian Inspiration for H
ori 

Shitoku and Fellow
 M

eiji B
uddhist C

lerics O
pposed to M

arriage

』
ミ
シ
ェ

ル
・
モ
ー
ル
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
200
回
（
15
年
9
月
3
日
）

『R
eading Tanaka K

otaro,R
e-thinking Japanese Studies:T

houghts on 

U
niversalism

 and Particularism

』ケ
ビ
ン
・
ド
ー
ク（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
201
回
（
15
年
10
月
8
日
）

『Japan
ese L

ocal C
om

m
u

n
ity: S

tru
ctu

res, C
h

aracteristics, an
d 

R
esources

』
マ
ヤ
・
ケ
リ
ヤ
ン
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
202
回
（
15
年
11
月
5
日
）

『Tsuda Sokichi ’s V
iew

 of C
ultural D

evelopm
ent:Japanese L

iterary 

H
istory R

ew
ritten in the Postw

ar Period

』
一
瀬
陽
子
（
大
阪
府
立
長
尾
高

等
学
校
非
常
勤
講
師
）

○
第
203
回
（
15
年
12
月
3
日
）

『T
he F

lying O
ctopus Story:Japanese Traditional K

ite C
ulture and Its 

People

』
ラ
リ
・
セ
シ
ル
（
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
204
回
（
16
年
2
月
2
日
）

『Shichifukujin : Seven G
ods of G

ood L
uck and H

um
or in Japanese 

R
eligious Painting

』
ア
グ
ネ
セ
・
ハ
イ
ジ
マ
（
日
文
研
日
本
学
術
振
興
会
研

○
第
193
回
（
14
年
12
月
4
日
）

『R
ethinking the C

oncept of N
ew

 R
eligions in Japan:the C

ase of 

A
gonshu

』
ベ
ノ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
（
立
命
館
大
学
フ
ェ
ロ
ー
）

○
第
194
回
（
15
年
2
月
5
日
）

『T
he C

ircuits of P
roduction, D

istribution, and C
onsum

ption as a 

P
ossible N

arrative w
ithin Japanese A

rt H
istory:Som

e P
relim

inary 

C
onsiderations

』
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ア
マ
ウ
リ
・
Ａ
（
日
文
研
国
際

交
流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
）

○
第
195
回
（
15
年
3
月
5
日
）

『M
usic as R

epresentation:T
houghts and R

em
arks on Japanese F

luxus

』

ル
チ
ア
ナ
・
ガ
リ
ア
ー
ノ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
196
回
（
15
年
4
月
2
日
）

『P
roselytizing in the “W

estern Paradise”:Pan-A
sianism

 to Pacifism
 in 

N
ipponzan M

yohoji

』
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
（
日
文
研
外
国
人

研
究
員
）

○
第
197
回
（
15
年
5
月
7
日
）

『E
arly Izum

o,from
 the U

pper Paleolithic to the K
ofun Period

』
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ト
ラ
ン
ス
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
198
回
（
15
年
6
月
4
日
）

『“Fem
ale”P

resence on the Stage of the A
L

L
-M

ale Traditional Japanese 

T
heatre

』
ガ
リ
ア
・
ト
ド
ロ
ヴ
ァ
・
ペ
ト
コ
ヴ
ァ
・
ガ
ブ
ロ
フ
ス
カ
（
日
文
研
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○
第
210
回
（
16
年
9
月
8
日
）

『L
ooking for ‘C

orrect’ K
now

ledge in E
arly E

do Japan: B
aba N

obutake ’s 

C
ritic and D

efense of Various T
heories (Shosetsu bendan 

諸
説
辨
断, 

1715) and Its C
ontext

』
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学

准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
211
回
（
16
年
10
月
6
日
）

『T
he Poetry of Takarabe Toriko: E

legies of C
hildren, W

om
en and W

ar

』

バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
（
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
校
シ
ニ
ア
講
師
／
日
文
研
外
国

人
研
究
員
）

○
第
212
回
（
16
年
11
月
2
日
）

『T
he R

ise and Fall of K
inoshita K

eisuke ’s Film
s: C

ritical Perspectives

』

マ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
（
シ
ド
ニ
ー
大
学
シ
ニ
ア
講
師
／
日
文
研
外
来
研
究
員
）

○
第
213
回
（
16
年
12
月
8
日
）

『N
ature as M

aster? E
xploring A

ffect, E
nvironm

ent, and Shinto-B
uddhist 

Traditions in the C
raft of Japanese B

am
boo B

asket M
aking

』ジ
ョ
ア
ン
ナ
・

マ
ッ
カ
ラ
ム
（
フ
ァ
ル
マ
ス
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
サ
ー
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

大
学
院
博
士
課
程
／
日
文
研
英
国
芸
術
・
人
文
リ
サ
ー
チ
カ
ウ
ン
シ
ル
研
究
員
）

○
第
214
回
（
17
年
2
月
2
日
）

『Fam
ily M

em
ories in P

lace, T
im

e, and M
otion: T

he K
ōfukuji N

an ’endō 

and Its B
uddhist Icons

』
詹 

晏
怡
（
カ
ン
ザ
ス
大
学
博
士
候
補
者
／
総
研
大

研
究
生
）

究
員
）

○
第
205
回
（
16
年
3
月
3
日
）

『Tanoshikatta ne? L
earning to be H

appy in Japanese P
reschools

』エ
ヤ
ル
・

ベ
ン
ア
リ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
206
回
（
16
年
4
月
7
日
）

『E
njoying H

aiku as It Is: A
 V

ietnam
ese V

iew

』
グ
エ
ン
・
ヴ
ー
・
ク
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
（
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館
広
報
文
化
班
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
日

文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
207
回
（
16
年
5
月
12
日
）

『T
he R

elational Self: N
ature and Sociality in the P

hilosophy of W
atsuji 

Tetsurō

』
デ
ビ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
ボ
ス
ト
ン
カ
レ
ッ
ジ
助
教
授
／
日
文
研

外
来
研
究
員
）

○
第
208
回
（
16
年
6
月
1
日
）

『C
elebrity C

reativity: P
icturing W

om
en F

ilm
 D

irectors through 

H
istorical Perspectives and C

ontem
porary T

hem
es

』
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
タ
ス

カ
ー
（
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
映
画
学
教
授
兼
人
文
学
部
長
）、
北
浦

寛
之
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
209
回
（
16
年
7
月
7
日
）

『R
econsidering M

ircea E
liade: Politics of R

eligious Studies and the 

M
orphology of R

eligion

』
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ー
リ
ッ
ク
（
日
文
研
外
来

研
究
員
）、
磯
前
順
一
（
日
文
研
教
授
）
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考
古
学
研
究
所
指
導
研
究
員
）

○
第
126
回
（
10
年
4
月
6
日
）

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
制
史
の
現
状
』
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ー
ダ
ー

（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
）、
屋
敷
二
郎
（
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）

○
第
127
回
（
10
年
11
月
19
日
）

『
禅
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
―
血
盟
団
事
件
を
中
心
に
―
』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
（
ア
ン
テ
ィ
オ
ク
大
学
教
授
）

○
第
128
回
（
11
年
5
月
20
日
）

『
禅
と
西
洋
形
而
上
学
の
解
体
』
ハ
ヨ
・
ク
ロ
ン
バ
ッ
ハ
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
講
師
・

研
究
員
）

○
第
129
回
（
11
年
6
月
24
日
）

『
念
仏
の
ペ
ル
ソ
ナ
』
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
オ
ー
ル

バ
ニ
ー
校
教
授
）

○
第
130
回
（
11
年
6
月
25
日
）

『
再
検
証
『
戦
後
知
の
可
能
性
』（
安
丸
良
夫
他
編
著
）』
安
丸
良
夫
（
一
橋
大

学
名
誉
教
授
）

○
第
131
回
（
11
年
7
月
27
日
）

『
日
英
関
係
と
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
挑
戦
一
八
九
五
〜
一
九
五
六
』
ア
ン
ト
ニ
ー
・

ベ
ス
ト
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
上
級
講
師
）

○
第
132
回
（
11
年
10
月
7
日
）

『
日
本
帝
国
に
お
け
る
植
民
地
化
―
朝
鮮
半
島
と
琉
球
』
與
那
覇
潤
（
愛
知
県

○
第
215
回
（
17
年
3
月
2
日
）

『C
onsum

e or Perish!: M
aking of C

onsum
er Society in Interw

ar Japan

』

ヤ
ン
・
シ
ー
コ
ラ
（
カ
レ
ル
大
学
准
教
授
／
東
ア
ジ
ア
研
究
所
副
所
長
／
大
阪

大
学
招
聘
教
授
）

［
レ
ク
チ
ャ
ー
］

○
第
121
回
（
09
年
4
月
8
日
）

『H
ow

 to P
ublish Your M

anuscript

』
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
メ
ル
（
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
出
版
部
編
集
委
員
）

○
第
122
回
（
09
年
11
月
11
日
）

『
日
本
宗
教
研
究
を
め
ぐ
っ
て
』
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ス
ト
ー
ン
（
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
教
授
）

○
第
123
回
（
09
年
11
月
20
日
）

『
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
受
容
と
上
海
の
デ
カ

ダ
ン
ス
文
学
』
周
　
小
儀
（
北
京
大
学
教
授
）

○
第
124
回
（
09
年
12
月
11
日
）

『
現
代
中
国
の
仏
教
と
仏
教
研
究
』
張
　
文
良
（
中
国
人
民
大
学
准
教
授
）

○
第
125
回
（
09
年
12
月
21
日
）

『
中
央
ア
ジ
ア
・
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
に
お
け
る
仏
教
遺
跡
と
美
術
』
ア
ブ
デ
ゥ
ラ

エ
フ
・
カ
ジ
ム
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所
指
導
研

究
員
）、
パ
ル
ダ
エ
フ
・
ム
フ
ト
ル
ク
ル
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
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ロ
ダ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
（
マ
ド
リ
ー
ド
・
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
准
教
授
）

○
第
140
回
（
13
年
8
月
8
日
）

『T
he Iconology of 14th-16th C

entury Japanese Ink Painting w
ith Focus 

on Sesshu ’s L
andscape Scroll of the Four Seasons (in E

nglish)

』
ア
グ
ネ

セ
・
ハ
イ
ジ
マ
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
141
回
（
13
年
11
月
28
日
）

『
伊
勢
神
宮
遷
宮
―
古
代
制
度
の
お
も
か
げ
を
見
る
―
』
石
野
浩
司
（
皇
学
館

大
学
神
道
研
究
所
客
員
研
究
員
）

○
第
142
回
（
13
年
12
月
11
日
）

『R
ethinking the B

ody and E
roticism

 in C
lassical and M

edieval Japanese 

narratives

』
ラ
ジ
ャ
シ
ュ
リ
・
パ
ン
デ
ィ
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

○
第
143
回
（
14
年
5
月
7
日
）

『
謡
曲
に
お
け
る
親
子
に
関
す
る
表
現
』
シ
リ
モ
ン
ポ
ー
ン
・
ス
リ
ヤ
ウ
ヲ
ン

パ
イ
サ
ー
ン
（
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
准
教
授
）

○
第
144
回
（
14
年
8
月
21
日
）

『
試
練
多
き
道
を
歩
ん
で
：
セ
ル
ビ
ア
に
お
け
る
日
本
学
の
過
去
と
今
』
ダ
リ

ボ
ル
・
ク
リ
チ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
准
教
授
／
日
文
研
来
訪
研

究
員
）

○
第
145
回
（
15
年
3
月
20
日
）

『「
女
性
お
笑
い
芸
人
」
と
い
う
存
在
―
男
性
中
心
の
お
笑
い
の
世
界
で
女
性
は

立
大
学
准
教
授
）

○
第
133
回
（
12
年
2
月
1
日
）

『
引
揚
げ
―
帝
国
と
冷
戦
の
は
ざ
ま
で
』
パ
ク
・
ユ
ハ
（
世
宗
大
学
教
授
）

○
第
134
回
（
12
年
7
月
18
日
）

『
薔
薇
と
桜
―
日
本
研
究
の
現
状
と
課
題
』
大
貫
恵
美
子
（
日
文
研
外
国
人
研

究
員
）

○
第
135
回
（
12
年
9
月
28
日
）

『〈
間
〉
の
場
―
相
互
干
渉
・
相
互
浸
透
の
場
　
国
際
間
に
お
け
る
現
代
の
比
較

思
想
』
橋
　
柃
（
ウ
イ
ー
ン
大
学
専
任
教
授
）

○
第
136
回
（
12
年
12
月
3
日
）

『
一
九
四
〇
年
前
後
の
朝
鮮
へ
の
日
本
人
観
光
：
観
光
促
進
と
同
化
政
策
の
は

ざ
ま
で
』
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
教
授
）

○
第
137
回
（
12
年
12
月
15
日
）

『
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
近
年
の
考
古
学
調
査
』
ア
ム
ル
デ
ィ
ン
・
ベ
ル

デ
ィ
ム
ロ
ド
フ
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
考
古
学
研
究
所
所
長
）、
ゲ
ナ
デ
ィ
・
ボ

ゴ
モ
ド
フ
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
考
古
学
研
究
所
上
級
研
究
員
）

○
第
138
回
（
13
年
3
月
14
日
）

『
一
九
世
紀
後
半
の
英
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
認
識
』
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
（
ロ

ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
准
教
授
）

○
第
139
回
（
13
年
5
月
16
日
）

『Fascist Spain and the Japanese W
ar E

fforts, 1937-1945

』
ロ
レ
ン
テ
ィ
ノ
・
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○
第
18
回
（
09
年
6
月
6
日
）

『
新
世
紀
の
生
存
論
理
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
民
族
問
題
―
』
趙
　
政

男
（
高
麗
大
学
校
教
授
）

『
日
本
の
仏
教
を
見
直
す
』
末
木
文
美
士
（
日
文
研
教
授
）

○
第
19
回
（
10
年
6
月
5
日
）

『
蒋
介
石
と
日
本
―
友
と
敵
の
狭
間
で
―
』
黄
　
自
進
（
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
石
原
莞
爾
と
東
京
裁
判
―
満
州
事
変
主
役
は
な
ぜ
裁
か
れ
な
か
っ
た
の
か
―
』

牛
村
　
圭
（
日
文
研
教
授
）

○
第
20
回
（
13
年
7
月
6
日
）

『
志
賀
潔
と
朝
鮮
』
松
田
利
彦
（
日
文
研
教
授
）

『
革
命
の
語
り
方
』
井
上
章
一
（
日
文
研
副
所
長
）

［
学
術
講
演
会
］

○
第
40
回
（
07
年
7
月
13
日
）

『
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
ら
れ
る
「
自
己
犠
牲
の
精
神
」「
不
殺
生
」
と
「
菜
食

主
義
」
―
イ
ン
ド
人
の
観
点
か
ら
―
』
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ

（
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
准
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

『
二
一
世
紀
の
生
命
観
を
求
め
て
―
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
―
』
鈴
木
貞
美

（
日
文
研
教
授
）

○
第
41
回
（
07
年
11
月
16
日
）

『
科
学
へ
の
ま
な
ざ
し
―
こ
と
ば
の
視
点
か
ら
日
本
の
近
代
科
学
を
考
え
る
―
』

人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
―
』
テ
ィ
ル
・
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
ナ
ー
（
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ス
カ
ラ
ー
）

○
第
146
回
（
15
年
12
月
10
日
）

『
皆
川
淇
園
―
そ
の
教
育
者
・
思
想
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
―
』
Ｗ
・
Ｊ
・
ボ
ー
ト 

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
名
誉
教
授
）

○
第
147
回
（
16
年
3
月
18
日
）

『G
lobal M

ission: C
atholic Im

perial and Spiritual N
etw

orks in India and 

beyond (16th-18th c.)

』
イ
ネ
ス
・
ズ
バ
ノ
ブ
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
）

○
第
148
回
（
16
年
12
月
21
日
）

『Japan ’s Perennial N
ew

 M
an: T

he L
iberal and Fascist Incarnations of 

R
ōyam

a M
asam

ichi

』
ロ
イ
・
ス
タ
ー
ズ
（
オ
タ
ゴ
大
学
准
教
授
）

○
第
149
回
（
16
年
12
月
12
日
）

『「
職
場
の
歴
史
」
と
は
な
に
か
？
』
竹
村
民
郎
（
元
大
阪
産
業
大
学
教
授
）、

古
川
誠
（
関
西
大
学
准
教
授
）

［
東
京
講
演
会
］

○
第
17
回
（
08
年
6
月
7
日
）

『
日
本
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
文
化
―
反
懐
古
趣
味
の
視
点
』
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
（
ミ

ネ
ソ
タ
大
学
教
授
）

『
武
士
道
と
現
代
』
笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）
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○
第
46
回
（
09
年
9
月
30
日
）

『
立
憲
政
治
と
政
党
政
治
―
伊
藤
博
文
の
遺
産
―
』
瀧
井
一
博
（
日
文
研
准
教
授
）

『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
短
歌
と
俳
句
』
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）

○
第
47
回
（
10
年
3
月
16
日
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ク
ス
タ
ー
教
授
退
任
記
念
講
演
会

『
価
値
観
と
報
酬
―
野
球
、
経
営
、
教
育
の
日
米
比
較
―
』
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ

ク
ス
タ
ー
（
日
文
研
教
授
）

『
欧
米
で
日
本
陶
磁
器
は
い
か
に
愛
好
さ
れ
た
か
？
―
19
世
紀
後
半
の
趣
味
の

変
貌
と
、
世
紀
末
芸
術
の
誕
生
―
』
稲
賀
繁
美
（
日
文
研
教
授
）

○
第
48
回
（
11
年
3
月
10
日
）

『
京
都
・
一
〇
一
一
年
：
一
条
天
皇
最
期
の
日
々
』
倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）

『
欧
州
情
勢
は
「
複
雑
怪
奇
」
だ
っ
た
の
か
？
―
独
ソ
不
可
侵
協
定
締
結
と
日

本
―
』
戸
部
良
一
（
日
文
研
教
授
）

○
第
49
回
（
11
年
9
月
29
日
）

『
小
笠
原
諸
島
の
自
然
と
文
化
―
世
界
遺
産
か
ら
未
来
へ
―
』
郭
　
南
燕
（
日

文
研
准
教
授
）

『
明
清
交
替
と
東
ア
ジ
ア
』
伊
東
貴
之
（
日
文
研
教
授
）

○
第
50
回
（
12
年
3
月
23
日
）

『「
神
都
」
物
語
り
：
明
治
期
の
伊
勢
に
つ
い
て
』
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
（
日
文

研
教
授
）

『
環
境
考
古
学
へ
の
道
』
安
田
喜
憲
（
日
文
研
教
授
）

新
井
菜
穂
子
（
日
文
研
准
教
授
）

『
日
本
神
話
と
長
江
文
明
』
安
田
喜
憲
（
日
文
研
教
授
）

○
第
42
回
（
08
年
3
月
13
日
）

『
中
世
史
研
究
四
十
年
―
天
皇
家
は
な
ぜ
続
い
て
き
た
の
か
―
』
今
谷
　
明
（
日

文
研
教
授
）

『
世
界
地
図
に
日
本
像
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
き
た
か
』
千
田
　
稔
（
日
文

研
教
授
）

○
第
43
回
（
08
年
9
月
18
日
）

『「
文
学
の
所
有
」
を
め
ぐ
る
、
ひ
と
つ
の
物
語
』
山
田
奨
治
（
日
文
研
准
教
授
）

『
福
沢
諭
吉
の
倫
理
観
に
お
け
る
「
公
」
と
「
私
」』
猪
木
武
徳
（
日
文
研
所
長
）

○
第
44
回
（
08
年
11
月
27
日
）

『
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
デ
・
ス
ク
デ
ー
リ
（
一
六
〇
七
〜
一
七
〇
一
）
と
鵜
殿
余
野

子
（
一
七
二
九
〜
八
八
）
―
近
世
女
性
作
家
の
書
簡
感
性
を
め
ぐ
っ
て
―
』
マ

ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
日
文
研
准
教
授
）

『
江
戸
時
代
の
比
丘
尼
御
所
の
世
界
―
信
仰
に
身
を
投
じ
た
四
人
の
皇
女
た
ち
―
』

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
（
日
文
研
教
授
）

○
第
45
回
（
09
年
3
月
11
日
）

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
：
技
術
と
メ
デ
ィ
ア
へ
の
問
い
』
合
庭
　
惇

（
日
文
研
教
授
）

『
中
国
の
五
大
小
説
』
井
波
律
子
（
日
文
研
教
授
）
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之
（
日
文
研
助
教
）

『
文
化
の
法
律
は
ど
う
作
ら
れ
る
べ
き
か
？
―
著
作
権
法
を
例
に
考
え
る
』
山

田
奨
治
（
日
文
研
教
授
）

○
第
57
回
（
14
年
9
月
25
日
）

『
徳
川
将
軍
の
外
交
儀
礼
　
一
八
五
七
―
一
八
六
七
』
佐
野
真
由
子
（
日
文
研

准
教
授
）

『
和
歌
を
う
た
う

―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
む
す
ぶ
和
歌
歌
曲

―
』
坪
井
秀
人
（
日
文
研
教
授
）

○
第
58
回
（
15
年
3
月
25
日
）

笠
谷
和
比
古
教
授
・
末
木
文
美
士
教
授
・
早
川
聞
多
教
授
退
任
記
念
講
演
会
―

江
戸
を
語
る
―

『
江
戸
時
代
の
新
し
い
歴
史
像
を
求
め
て
』
笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

『
思
想
史
か
ら
み
た
近
世
』
末
木
文
美
士
（
日
文
研
教
授
）

『
江
戸
絵
画
に
見
る
表
裏
一
体
の
表
現
』
早
川
聞
多
（
日
文
研
教
授
）

○
第
59
回
（
15
年
6
月
10
日
）

『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
将
軍
謁
見
』
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
（
日
文
研

准
教
授
）

『
天
は
球
い
か
平
た
い
か
―
地
動
説
理
論
と
佐
田
介
石
（
一
八
一
八
〜
八
二
）

と
の
格
闘
―
』
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
日
文
研
准
教
授
）

○
第
60
回
（
15
年
9
月
10
日
）

『
春
画
を
見
る
、
艶
本
を
読
む
―
近
世
か
ら
現
代
ま
で
』
石
上
阿
希
（
日
文
研

○
第
51
回
（
12
年
6
月
29
日
）

『
江
戸
時
代
の
僧
伝
出
版
と
清
初
仏
教
』
榎
本
　
渉
（
日
文
研
准
教
授
）

『
四
国
の
山
村
で
日
本
文
化
を
考
え
る
―
い
ざ
な
ぎ
流
研
究
四
〇
年
―
』
小
松

和
彦
（
日
文
研
所
長
）

○
第
52
回
（
13
年
3
月
8
日
）

宇
野
隆
夫
副
所
長
・
鈴
木
貞
美
教
授
退
任
記
念
講
演
会

『
私
の
未
来
的
人
文
学
―
考
古
学
Ｇ
Ｉ
Ｓ
か
ら
時
空
間
情
報
科
学
へ
―
』
宇
野
隆

夫
（
日
文
研
副
所
長
）

『
日
文
研
の
二
五
年
を
振
り
か
え
っ
て
』
鈴
木
貞
美
（
日
文
研
教
授
）

○
第
53
回
（
13
年
5
月
22
日
）

梅
原
猛
先
生
米
寿
記
念
特
別
講
演
会

『
私
の
学
問
と
芸
術
』
梅
原 

猛
（
日
文
研
顧
問
）

○
第
54
回
（
13
年
9
月
6
日
）

『
古
地
図
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
技
術
』
森 

洋
久
（
日
文
研
准
教
授
）

『
知
ら
ず
顔
の
桐
壺
院
―
〈
圏
外
〉
の
源
氏
物
語
論
』
荒
木 

浩
（
日
文
研
教
授
）

○
第
55
回
（
14
年
3
月
18
日
）

白
幡
洋
三
郎
教
授
・
戸
部
良
一
教
授
退
任
記
念
講
演
会

『
太
平
洋
戦
争
を
考
え
る
』
戸
部
良
一
（
日
文
研
教
授
）

『
山
と
島
―
日
本
庭
園
の
源
流
と
日
本
の
自
然
観
』
白
幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教
授
）

○
第
56
回
（
14
年
6
月
25
日
）

『
日
本
映
画
の
黄
金
期
と
斜
陽
期
―
テ
レ
ビ
産
業
と
の
攻
防
の
中
で
』
北
浦
寛
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［
特
別
講
演
会
］

○
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
立
20
周
年
記
念
講
演
会
（
07
年
5
月
21
日
）

『
二
〇
年
を
ふ
り
返
っ
て
』
梅
原
　
猛
（
日
文
研
顧
問
）

『
日
本
近
代
化
論
再
訪
』
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
（
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
特
別
研
究
員
）

○
片
倉
も
と
こ
先
生
退
任
記
念
講
演
会
（
08
年
5
月
29
日
）

『「
ら
ー
は
」
の
世
界
―
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
旅
か
ら
―
』
片
倉
も
と
こ
（
日

文
研
前
所
長
）

○
日
文
研
・
地
球
研
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
山
川
草
木
の
思
想
︱
地
球
環
境
問

題
を
日
本
文
化
か
ら
考
え
る
﹂（
08
年
6
月
21
日
）

『
天
文
本
覚
論
と
環
境
問
題
』
梅
原
　
猛
（
日
文
研
顧
問
）

○
京
都
の
文
化
と
環
境
︱
水
と
暮
ら
し
︱
（
09
年
5
月
9
日
）

『
京
都
盆
地
の
地
形
環
境
を
読
む
』
宇
野
隆
夫
（
日
文
研
教
授
）

『
京
の
庭
園
と
水
』
白
幡
洋
三
郎
（
日
文
研
教
授
）

『
京
の
人
と
水
―
湧
水
・
地
下
水
』
谷
口
真
人
（
地
球
研
教
授
）

『
京
の
水
と
暮
ら
し
』
秋
道
智
彌
（
地
球
研
教
授
）

○
日
文
研
・
地
球
研
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
京
都
の
文
化
と
環
境
︱
森
や
林
︱
﹂

（
10
年
5
月
22
日
）

『
地
球
の
森
世
界
か
ら
み
る
モ
リ
の
日
本
』
山
田
　
勇
（
地
球
研
共
同
研
究
員
）

『
近
代
日
本
の
自
然
観
を
反
省
す
る
』
末
木
文
美
士
（
日
文
研
教
授
）

特
任
助
教
）

『「
松
島
詩
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
に
つ
い
て
―
戦
前
ジ
ャ
ズ
・
タ
ン
ゴ
歌
手
の
興

行
』
細
川
周
平
（
日
文
研
教
授
）

○
第
61
回
（
16
年
3
月
14
日
）

光
田
和
伸
准
教
授
退
任
記
念
講
演
会

『
吉
田
・
鳩
山
・
岸
の
時
代
―
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
外
交
』
楠 

綾
子
（
日
文

研
准
教
授
）

『
神
々
は
出
雲
に
帰
る
―「
邪
馬
台
国
」と『
水
底
の
歌
』に
及
ぶ
』光
田
和
伸（
日

文
研
准
教
授
）

○
第
62
回
（
16
年
6
月
28
日
）

『
徳
川
時
代
か
ら
発
想
す
る
―
経
済
・
教
育
・
防
災
―
』
磯
田
道
史
（
日
文
研

准
教
授
）

『
支
え
合
う
近
代
―
文
化
史
か
ら
見
る
日
中
二
百
年
―
』
劉
　
建
輝
（
日
文
研

教
授
）

○
第
63
回
（
16
年
9
月
14
日
）

『
中
世
東
シ
ナ
海
の
航
路
を
守
る
神
』
榎
本
　
渉
（
日
文
研
准
教
授
）

『
戦
争
の
日
本
史
』
倉
本
一
宏
（
日
文
研
教
授
）

○
第
64
回
（
17
年
3
月
9
日
）

『
上
方
喜
劇
の
現
代
性
―
曾
我
廼
家
劇
か
ら
松
竹
新
喜
劇
ま
で
』
古
川
綾
子
（
日

文
研
特
任
助
教
）

『
日
本
の
大
衆
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』
井
上
章
一
（
日
文
研
教
授
）
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大
野
裕
之
（
日
本
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
協
会
会
長
／
脚
本
家
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

小
川
順
子
（
中
部
大
学
・
大
学
院
准
教
授
）

○
小
松
和
彦
所
長
文
化
功
労
者
顕
彰
記
念
講
演
会
（
17
年
3
月
28
日
）

『
妖
怪
と
戯
れ
て
四
〇
年
―
私
の
学
問
人
生
―
』
小
松
和
彦
（
日
文
研
所
長
）

［
伝
統
文
化
芸
術
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
］

○
邦
楽
と
西
洋
音
楽
を
超
え
て
（
08
年
2
月
15
日
）

《
講
演
》

『
伝
統
文
化
と
現
代
―
多
元
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
目
指
し
て
―
』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

『
能
管
と
西
洋
管
弦
楽
と
の
統
合
、
そ
し
て
超
越
』

作
曲
・
楽
曲
解
説
：
武
内
基
朗
（
作
曲
家
）

○
能
楽
囃
子
と
西
洋
管
弦
楽
と
の
饗
宴
（
09
年
2
月
25
日
）

《
趣
旨
説
明
》

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
公
演
》

第
一
部 「
能
楽
囃
子
の
伝
統
的
演
奏
」

第
二
部 「
能
楽
囃
子
と
西
洋
管
弦
楽
と
の
協
奏
」

囃
子
方
（
笛
）：
杉
信
太
朗

囃
子
方
（
小
鼓
）： 

曽
和
尚
靖

○Tokyo P
ublic L

ecture: 

文
化
勲
章
受
章
記
念
講
演
会
（
10
年
6
月
11
日
）

『
人
類
の
遺
産
―
徳
川
日
本
の
宗
門
改
帳
―
』
速
水
　
融
（
日
文
研
名
誉
教
授
）

○
日
文
研
・
地
球
研
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
環
境
問
題
は
な
ぜ
大
事
か
︱
文
化

か
ら
見
た
環
境
と
環
境
か
ら
見
た
文
化
︱
﹂（
11
年
5
月
21
日
）

『
貿
易
と
環
境
問
題
』
猪
木
武
徳
（
日
文
研
所
長
）

『
持
続
可
能
な
発
展
を
再
考
す
る
：
復
旧
・
復
興
・
新
興
』
立
本
成
文
（
地
球

研
所
長
）

『
煙
た
い
月
は
泣
い
て
い
る
の
か
？
』
荒
木
　
浩
（
日
文
研
教
授
）

『
人
の
い
る
自
然
・
人
の
い
な
い
自
然
』
阿
部
健
一
（
地
球
研
教
授
）

○
猪
木
所
長
退
任
記
念
講
演
会
（
12
年
3
月
29
日
）

『
日
文
研
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
』
猪
木
武
徳
（
日
文
研
所
長
）

○
日
文
研
・
地
球
研
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
文
化
・
環
境
は
誰
の
も
の
？
﹂

（
12
年
9
月
14
日
）

『
中
世
の
「
惣
」
お
よ
び
「universitas/com

m
unitas

」
を
め
ぐ
っ
て
』
マ
ル
ク
ス
・

リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
日
文
研
准
教
授
）

『「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
」
に
な
っ
た
祇
園
祭
―
文
化
は
誰
の
も
の
に
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
―
』
佐
野
真
由
子
（
日
文
研
准
教
授
）

『
里
山
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
今
後
の
国
土
管
理
』
嘉
田
良
平
（
地
球
研
教
授
）

『
分
か
ち
あ
う
豊
か
さ
：
環
境
と
文
化
』
阿
部
健
一
（
地
球
研
教
授
）

○
特
別
講
演
会
　｢

映
画
史
の
中
の
太
秦
﹂（
14
年
11
月
11
日
）

上
野
隆
三
（
東
映
京
都
撮
影
所
殺
陣
師
／
東
映
剣
会
特
別
会
員
）
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『
謡
曲
に
よ
る
『
平
家
物
語
』「
祇
園
精
舎
」』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

『
謡
曲
と
西
洋
管
弦
楽
に
よ
る
『
平
家
物
語
』「
祇
園
精
舎
」』

武
内
基
朗
（
作
曲
家
）

○
能
楽
と
西
洋
管
弦
楽
と
の
協
奏
︱
能
﹁
小
鍛
冶
﹂
を
題
材
に
（
11
年
2
月
23
日
）

《
趣
旨
説
明
・
解
説
》

『
能
の
構
成
と
音
楽
的
性
格
』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
公
演
》

『
西
洋
管
弦
楽
法
に
よ
る
能
「
小
鍛
冶
」』

演
奏
者
：
武
内
基
朗
（
作
曲
家
）

○
新
作
能
﹁
ル
タ
ー
﹂︵
試
作
︶（
12
年
2
月
17
日
）

《
公
演
》

解
説
者
：
上
村
敏
文
（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
准
教
授
）

実
演
者
（
ル
タ
ー
）：
上
田
公
威
（
シ
テ
方
観
世
流
）

実
演
者
（
キ
チ
カ
エ
）：
上
田
拓
司
（
シ
テ
方
観
世
流
）

実
演
者
（
笛
）：
竹
市 

学
（
笛
方
藤
田
流
）

実
演
者
（
地
謡
）：
上
田
大
介 

外
４
名
（
シ
テ
方
観
世
流
）

実
演
者
（
創
案
）：
上
村
敏
文
（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
准
教
授
）

実
演
者
（
監
修
）：
大
倉
源
次
郎
（
小
鼓
方
大
倉
流
十
六
世
宗
家
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

囃
子
方
（
大
鼓
）：
谷
口
有
辞

囃
子
方
（
太
鼓
）：
前
川
光
範

作
曲
：
武
内
基
朗

○
二
人
の
マ
リ
ア
と
葵
上
（
09
年
11
月
27
日
）

《
趣
旨
説
明
》

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
公
演
》

「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
と
葵
上
」（
新
作
）

舞
：
古
澤
侑
峯
（
地
歌
舞
古
澤
流
家
元
）

演
出
、
構
成
：
上
村
敏
文
（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
准
教
授
）

作
曲
： 

原
夕
輝

披
講
：
林
香
純 

薫
香
・
香
雅
流 

宗
匠

笛
：
雲
龍

デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
：K

N
O

B

ア
フ
リ
カ
民
族
楽
器
：yasuski

協
力
：
大
内
山
香
雅 

薫
香
・
香
雅
流
家

○
謡
曲
と
西
洋
管
弦
楽
と
の
協
奏
の
試
み
︱
﹃
平
家
物
語
﹄﹁
祇
園
精
舎
﹂
を

主
題
と
し
て
︱
（
10
年
2
月
17
日
）

《
趣
旨
説
明
》

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
解
説
》
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ダ
ン
ス
：
湯
浅
宣
子
、
村
上
博
子
、
小
原
麻
美

構
成
・
演
出
：
門
田
展
弥
、
湯
浅
宣
子

作
曲
：
Ｓ
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル
、
Ｐ
・
ア
テ
ニ
ャ
ン
、
門
田
展
弥

筑
前
琵
琶
：
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
旭
西
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル

リ
ュ
ー
ト
、
ヴ
ィ
オ
ラ
ダ
・
ガ
ン
バ
：
佐
野
健
二

ダ
ル
シ
マ
ー
：
小
川
美
香
子

○
能
楽
と
西
洋
オ
ペ
ラ
と
の
統
合
の
試
み
︱
楽
劇
﹃
保
元
物
語
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱

（
15
年
2
月
17
日
）

《
講
演
》

『
楽
劇
『
保
元
物
語
』
と
制
作
趣
旨
』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
公
演
・
解
説
》

『
オ
ペ
ラ
版
『
保
元
物
語
』
の
楽
曲
解
説
と
演
奏
』

武
内
基
朗
（
作
曲
家
）

［
日
文
研
・
ア
イ
ハ
ウ
ス
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
］

○
第
1
回
（
14
年
9
月
19
日
）

『
妖
怪
と
日
本
人
の
想
像
力
』
小
松
和
彦
（
日
文
研
所
長
）

○
第
2
回
（
14
年
12
月
11
日
）

『
越
境
す
る
「
大
衆
文
学
」
の
力
―
な
ぜ
中
国
で
松
本
清
張
が
流
行
る
の
か
』

王
成
（
清
華
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
﹃
忠
臣
蔵
﹄
の
世
界
（
13
年
2
月
28
日
）

《
講
演
》

『
赤
穂
事
件
と
『
忠
臣
蔵
』
の
世
界
』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
公
演
》

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
「
殿
中
刃
傷
の
段
」

実
演
者
（
義
太
夫
）：
竹
本
相
子
大
夫

実
演
者
（
三
味
線
）：
竹
澤
團
吾

○
ル
ネ
サ
ン
ス
ダ
ン
ス
と
筑
前
琵
琶
に
よ
る
﹁
安
寿
と
厨
子
王
﹂

（
14
年
3
月
26
日
）

《
趣
旨
説
明
》

『
日
文
研
伝
統
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
』

笠
谷
和
比
古
（
日
文
研
教
授
）

《
座
談
会
・
楽
器
説
明
》

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
門
田
展
弥
（
追
手
門
大
学
地
域
文
化
創
造
機
構
客
員
特
別

教
授
）

ル
ネ
サ
ン
ス
ダ
ン
ス
：
湯
浅
宣
子
（
欧
州
舞
踏
史
学
協
会
会
員
）

琵
琶
奏
者
：
Ｓ
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル
（
大
阪
学
院
大
学
教
授
）

リ
ュ
ー
ト
奏
者
：
佐
野
健
二
（
相
愛
大
学
非
常
勤
講
師
）

ダ
ル
シ
マ
ー
奏
者
：
小
川
美
香
子

《
公
演
》
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○
第
3
回
（
15
年
2
月
12
日
）

『
江
戸
時
代
に
み
る
ユ
ー
モ
ア
、
パ
ロ
デ
ィ
、
タ
ブ
ー
―
浮
世
絵
と
春
画
の
社

会
的
意
義
』
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ

学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
4
回
（
15
年
4
月
21
日
）

『
ぼ
く
は
何
故
、「
ま
ん
が
の
描
き
方
」
を
海
外
で
教
え
る
の
か
』
大
塚
英
志
（
ま

ん
が
原
作
者
／
日
文
研
教
授
）

○
第
5
回
（
15
年
7
月
16
日
）

『
伊
藤
博
文
を
越
え
て
、
伊
藤
博
文
へ
―
「
知
の
政
治
家
」
の
残
し
た
も
の
』

瀧
井
一
博
（
日
文
研
教
授
）

○
第
6
回
（
15
年
12
月
10
日
）

『
世
界
文
学
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』』
李
　
愛
淑
（
国
立
韓
国
放
送
通
信
大
学

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
7
回
（
16
年
2
月
10
日
）

『
イ
タ
リ
ア
演
劇
か
ら
見
た
日
本
の
伝
統
演
劇
　
能
、
歌
舞
伎
、
オ
ペ
ラ
、
バ

レ
エ
│「
狂
乱
」も
の
を
中
心
に
│
』ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ（
カ
・

フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
8
回
（
16
年
7
月
27
日
）

『
川
端
康
成
文
学
と
中
国
美
術
』
周
　
閲
（
北
京
語
言
大
学
比
較
文
学
研
究
所

教
授
／
日
文
研
外
国
人
研
究
員
）

○
第
9
回
（
16
年
10
月
14
日
）

『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
五
〇
〇
年
―
『
文
明
の
海
洋
史
観
』
の
裏
側
を

覗
く
』
稲
賀
繁
美
（
日
文
研
副
所
長
／
教
授
）

○
第
10
回
（
17
年
1
月
20
日
）

『
志
賀
直
哉
の
文
学
：
外
国
語
か
ら
の
養
分
』
郭
　
南
燕
（
日
文
研
准
教
授
）

○
日
文
研
・
ア
イ
ハ
ウ
ス
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

京
都
（
17
年
3
月
7
日
）

『「
移
動
す
る
帝
国
」

―
戦
時
観
光
と
絵
葉
書
』
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
（
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
州
立
大
学
教
授
）

『
従
軍
画
家
が
描
い
た
帝
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
劉
　
建
輝
（
日
文
研
副
所
長
／

教
授
）


